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最
近
、
精
神
衛
生
上
の
諸
問
題
が
増
加
し
、
大
き

な
社
会
間
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
続
発
す
る
犯
罪
非

行
、
交
通
事
故
、
自
殺
、
売
春
等
は
、
精
神
衛
生
の

面
か
ら
も
解
決
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
も
の
の
―
つ
で

す
。
近
時
、
精
神
医
学
、
精
神
科
治
療
は
、
め
ざ
ま

し
い
進
歩
を
と
げ
、
向
精
神
薬
の
開
発
と
相
ま
つ

て
、
精
神
障
害
者
の
治
翫
率
も
、
社
会
復
帰
の
可
能

性
も
増
大
し
て
ぎ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ぶ
べ
誉

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
現
在
の
急
務
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
施
設
の
設
置
や
方
法
の

本
年
の
運
動
の
重
点

精
神
衛
生
普
及
運
動
は
、
毎
年
秋
、
恒
例
的
に
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
で
第
十
四
回
目
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
、
来
る
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三

日
ま
で
の
一
週
間
、
厚
生
省
、
都
道
府
県
、
指
定
都

市
の
共
催
で
行
な
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
運
動
の
今
年
の
目
標
は
、
精
神
衛
生
法
の
趣
旨

の
普
及
徹
底
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、

と
か
く
こ
の
よ
う
な
週
間
運
動
は
往
々
に
し
て
、
お

ざ
な
り
の
、
型
に
は
ま
っ
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
す

の
で
、
独
創
的
な
運
動
を
展
開
し
て
、
こ
の
運
動
が

意
義
の
深
い
み
の
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、

関
係
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

確
立
で
あ
り
、
ま
た
、
精
神
障
害
者
を
職
場
や
地
域

社
会
で
受
け
い
れ
る
態
勢
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
昨
年
、

精
神
衛
生
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
通
院
医
療
費
公

費
負
担
制
度
の
創
設
を
は
じ
め
在
宅
精
神
障
害
者
の

相
該
指
導
等
が
弥
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

あ
り
、
今
年
の
精
神
衛
生
普
及
連
動
の
重
点
も
、
こ

れ
ら
粕
神
衛
生
法
の
改
正
を
中
心
に
、
趣
旨
の
普
及

徹
底
を
期
し
、
広
く
国
民
の
精
神
的
健
康
の
保
持
増

進
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
本
年
の
運
動
の
目
標
一

精
神
筒
害
者
を
て
き
る
限
り
、
は
や
く
医
療
の
線

に
の
せ
、
再
ひ
産
業
職
場
や
地
域
社
会
に
復
帰
さ
せ

よ
う
と
す
る
精
神
衛
生
法
の
越
旨
の
普
及
徹
底
を
は

か
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
実
施
事
項
に
つ
い
て
具
体

的
な
事
例
等
を
あ
げ
、
洞
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

①
改
正
精
神
衛
生
法
に
よ
り
、
精
神
障
害
者
の
通

院
医
療
費
の
一
一
分
の
一
の
公
費
負
担
制
度
の
あ
る

こ
と
、
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
に
在
宅
指

漠
体
制
が
し
か
れ
た
こ
と
、
地
方
精
神
衛
生
審
議
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会
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
等
を

知
ら
せ
、
こ
れ
ら
の
施
策
の

強
力
な
展
開
に
よ
り
、
精
神

障
害
者
を
産
業
職
場
や
地
域
設施る

社
会
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が

で
ぎ
る
と
い
う
趣
旨
の
普
及
す容収

に
務
め
ま
す
。

ま．． 

②
産
業
職
場
や
地
域
社
会
に

お
い
て
、
日
常
の
諸
問
題
の
たま

な
か
に
は
、
箔
神
衛
生
的
配
療治を

慮
の
必
要
な
も
の
が
多
い
こ

と
を
知
ら
せ
、
そ
の
処
理
ゃ
老害障

解
決
方
法
に
つ
い
て
指
導
し

ま

す

。

申

ネ

③

精

神

的

健

康

の

保

持

向

上

精

精
神
障
害
の
発
生
予
防
を
は

か
る
た
め
に
は
、
特
に
地
区

組
織
に
よ
る
精
神
術
生
活
動
，
．
，
•
|
＇
，
＇

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
議
さ
せ
ま
す
。

④
粕
神
衛
生
セ
ソ
タ
ー
、
保
健
所
、
精
神
病
院
お

よ
び
そ
の
他
の
箔
神
衛
生
閃
係
杭
設
に
お
け
る
精

神
衛
生
活
動
の
実
情
を
紹
介
し
、
す
べ
て
こ
の
人

び
と
が
気
軽
に
相
談
指
樽
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

理
解
さ
せ
ま
す
。

⑥
学
校
、
会
社
、
工
場
、
事
業
所
等
に
お
い
て
、

精神病院

社会福祉施設

専
門
家
の
参
加
の
も
と
に
、
精
神
衛
生
に
関
す
る

座
談
会
、
謂
演
会
を
開
催
す
る
よ
う
勧
奨
し
ま
す
。

⑯
臨
時
相
談
所
、
巡
回
相
談
所
な
ど
を
設
置
し
、

「
一
日
所
長
」
等
を
実
旅
し
ま
す
。

り
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
協
力
に
よ
る
広

報
活
動
を
行
な
い
、
座
談
会
、
講
油
会
、
展
示
会

映
画
会
等
を
開
催
し
、
特
に
向
精
神
薬
の
開
発
等

学 校

(4) 

(5) 

精神病院・一般病院精神科神経科

(1) 更生施設生活保護法によるもの

(2) 救護旅設生活保謹法によるもの

(3) 精神薄弱者援護施設社会福祉事業法に

よるもの

精神薄弱児施設 児童福祉法によるもの

精神薄弱児通園馳設 児童福祉法による

もの

養護学校(1) (2) 特殊学級

精神病院ではどのような治療を行なつているか

薬物療法

特殊療法

精神療法

作業療法

9

、

に
よ
り
、
精
神
障
害
の
治
療
が
急
速
に
進
歩
し
、

社
会
復
帰
の
可
能
性
が
増
大
し
て
い
る
事
実
を
強

調
し
ま
す
。

11

精
神
衛
生
と
は
11

人
の
健
康
と
は
身
体
的
に
健

全
な
状
態
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
精
神
的
、
社
会

精
神
衛
生
と
は
ど
ん
な
こ
と
か

（クロールプロマジンのような向精神薬によ

る薬物療法）

（駆梅療法・持続睡眠療法，インシュリン及

び電気ショック療法など）

（精神分析療法など）

（農耕，畜産，園芸，木工，竹工，手芸その

他によるもの）

レクリエーション療法（スボーツ，芸能などによるもの）

早く相談して治療や指導を受けましよう

相談

i相談
→保健所，

i相談
i →精神衛生センター

家庭
／相談
＇ 一 →福祉事務所―--I
1 相談

→児童相談所 紹介

相談治療
l →精神薄弱者更生相談所 一―|

相談治療
→精神病院←I l 
→一搬病院精神科←、
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的
に
も
完
全
に
健
や
か
な
状
態
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。精
神
衛
生
と
は
人
間
の
精
神
的
側
面
を
主
な
対
象

と
す
る
衛
生
で
あ
っ
て
、
精
神
的
不
健
康
の
治
療
な

ら
び
に
予
防
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
一
般

健
康
人
の
精
神
を
よ
り
積
極
的
に
向
上
さ
せ
よ
う
と

い
う
目
的
を
も
つ
て
い
ま
す
。

11
精
神
の
健
康
“
精
神
の
健
康
、
健
や
か
な
心
と

は
単
に
精
神
的
疾
患
に
か
か
つ
て
い
な
い
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
変
化
の
激
し
い
生
活
環
境
の
な
か
で
、

調
和
的
、
積
極
的
に
生
活
し
得
る
能
力
を
も
つ
て
い

る
も
の
を
い
い
ま
す
。
健
康
な
心
の
持
主
は
、
自
分

の
欲
求
と
社
会
的
要
求
と
の
間
、
ま
た
欲
求
と
欲
求

と
の
間
に
衝
突
が
お
こ
り
、
欲
求
不
満
な
ど
の
状
態

に
お
か
れ
て
も
、
反
社
会
的
行
動
に
走
っ
た
り
、
神

経
症
に
か
か
っ
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
適
応
障

害
を
示
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
つ
て
こ
れ
ら

の
問
題
や
障
害
に
積
極
的
に
立
ち
む
か
い
、
社
会
的

環
境
を
調
整
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
適
応
状
態
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
能
力
を
も
つ
て
い
る
も
の
で

す。
11
健
康
な
心
と
健
康
な
身
体
“
健
康
な
身
体
に
健

康
な
心
が
や
ど
り
、
ま
た
健
康
な
精
神
で
あ
っ
て
は

じ
め
て
健
康
な
身
体
が
保
持
で
ぎ
ま
す
。
最
近
の
精

神
生
理
学
で
は
、
精
神
現
象
と
身
体
現
象
と
は
対
立

す
る
も
の
と
は
考
え
な
い
で
、
自
立
神
経
系
、
内
分

泌
系
、
ま
た
こ
れ
ら
を
支
配
す
る
大
脳
、
脳
幹
の
作

用
な
ど
を
媒
介
と
し
て
、
同
列
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
て
ぎ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
精
神
と
身
体

と
は
一
体
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
し
か
る
に
従
来
、
疾
病
の
治
療
の
面
で
も
予
防

の
面
で
も
、
身
体
的
側
面
に
比
重
が
お
か
れ
す
ぎ

て
、
精
神
的
側
面
が
軽
視
さ
れ
て
含
た
傾
向
が
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

今
後
は
、
身
体
の
衛
生
だ
け
で
な
く
、
お
お
い
に

精
神
面
の
衛
生
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
と
こ
ろ
で
、
身
体
の
衛
生
に
お
い
て
は
、
防
疫
で

あ
る
と
か
、
過
労
を
避
け
る
と
か
、
予
防
接
種
と
か

予
防
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
体
位
を
増
進
し
、
衣
食

住
等
の
生
活
条
件
を
と
と
の
え
て
、
快
適
な
身
体
機

能
を
得
さ
せ
る
健
康
増
進
の
面
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
精
神
衛
生
に
お
い
て
も
、
精
神
障
害
の
早
期
発

見
.
予
防
と
い
っ
た
面
か
ら
、
さ
ら
に
精
神
健
康
増

進
の
た
め
に
、
産
業
職
場
や
、
学
校
や
、
家
庭
に
お

い
て
、
い
ろ
い
ろ
精
神
衛
生
的
実
践
が
行
な
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＂
精
神
衛
生
の
範
囲
“
精
神
衛
生
は
、
は
じ
め
個

々
の
精
神
障
害
者
に
た
い
す
る
個
人
衛
生
と
し
て
は

じ
ま
り
、
や
が
て
精
神
病
院
だ
け
で
な
く
、
家
庭
、

予

算

要

求

の

概

要

学
校
、
職
場
そ
の
他
社
会
全
般
の
集
団
衛
生
を
目
的

と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
お
け
る
精
神
衛
生
は
、
幅
広
い
視
野
で
総

合
的
に
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と

と
も
に
す
で
に
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
に
た
い
し
て

は
、
す
み
や
か
に
治
療
が
う
け
ら
れ
、
軽
快
ま
た
は

治
癒
し
た
場
合
に
は
社
会
が
一
致
し
て
、
温
か
く
迎

え
い
れ
る
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ
含
で
あ
り
ま

す。
昭
和
四
十
二
年
度

昭
和
四
十
年
に
精
神
衛
生
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

て
、
精
神
衛
生
行
政
の
一
貫
し
た
行
政
組
織
と
責
任

体
制
が
明
確
化
さ
れ
、
保
随
所
を
第
一
線
機
関
と
し

て
、
都
逍
府
県
の
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
都
道
府
県

衛
生
部
、
国
（
厚
生
省
）
を
結
ぶ
線
を
中
軸
と
し

て
、
精
神
障
害
の
発
生
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者

の
発
生
に
際
し
て
は
、
全
国
十
七
万
余
床
の
精
神
病

床
に
受
入
れ
て
治
療
を
行
な
い
、
ま
た
社
会
復
帰
を

促
進
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整

備
、
小
児
精
神
障
害
者
を
専
門
に
収
容
す
る
病
床
の

整
備
を
行
な
う
な
ど
、
精
神
衛
生
の
施
策
を
強
力
に
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展
開
す
る
た
め
の
し
く
み
が
一
応
で
ぎ
あ
が
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

昭
和
四
十
一
一
年
度
予
箕
の
要
求
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
医
療
費
の
確

保
、
精
神
病
床
の
整
備
等
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
新

規
事
業
を
含
み
、
総
額
二
百
六
十
六
億
円
余
（
前
年

比
五
十
五
億
円
余
）
の
概
算
要
求
書
を
去
る
八
月
提

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
要
求

の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
折

衝
に
ま
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
、
そ

の
主
な
も
の
を
以
下
に
列
挙
し
て
、
ご
参
考
に
供
し

ま
す
。
（
要
求
額
等
別
表
参
照
）

医
療
費
の
公
費
負
担
の
確
保

り
措
置
入
院
医
療
費
の
補
助

精
神
障
害
者
で
あ
っ
て
、
自
傷
他
害
の
お
そ
れ
の

あ
る
患
者
に
た
い
し
て
、
都
道
府
県
知
県
が
入
院
措

置
を
し
た
場
合
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
国
が
そ
の

八
割
を
負
担
し
、
二
割
を
都
道
府
県
が
負
担
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
一
年
度
予
算
に
お
い

て
は
六
万
六
千
人
（
二
百
億
円
）
で
あ
っ
た
の
を
四

十
二
年
度
に
は
、
そ
の
一
六
形
増
の
七
万
六
千
七
百

人
（
二
百
四
十
七
億
円
）
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

口
通
院
医
療
費
の
補
助

精
神
障
害
に
た
い
す
る
早
期
治
療
、
再
発
、
増
悪

の
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、
通
院
医
療
に
た
い
す
る

公
費
負
担
制
度
が
、
昭
和
四
十
年
の
法
改
正
に
よ

り
、
同
年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
年
に

お
け
る
予
算
で
は
六
万
四
千
余
人
（
六
億
七
千
万
余

円
）
で
あ
っ
た
の
を
、
四
十
二
年
度
に
お
い
て
は
七

万
三
千
二
百
人
（
八
億
一
千
万
円
）
と
十
三
％
増
を

要
求
し
て
い
ま
す
。
通
院
医
療
費
の
公
費
負
担
率

は
、
経
費
の
二
分
の
一
を
公
費
で
負
担
し
、
さ
ら
に

そ
の
公
費
負
担
分
の
二
分
の
一
ず
つ
を
国
と
都
道
府

県
で
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
所
に
お
け
る
精
神
衛
生
対
策
費

保
健
所
に
設
置
さ
れ
る
精
神
科
朧
託
医
に
よ
る
相

談
指
導
、
精
神
衛
生
相
談
員
に
よ
る
在
宅
患
者
の
訪

問
指
導
等
を
強
化
拡
充
す
る
こ
と
と
し
、
四
十
二
年

度
に
お
い
て
は
、
精
神
科
嘱
託
医
（
三
百
五
十
名
）

の
回
数
、
単
価
の
増
、
精
神
衛
生
相
談
員
三
百
五
十

三
名
（
百
七
十
名
増
員
）
、
在
宅
訪
問
指
溝
対
象
延

五
十
七
万
八
千
余
人
分
の
経
費
等
を
含
め
四
千
九
百

余
万
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

地
方
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
整
備

精
神
衛
生
関
係
施
設
の
技
術
的
指
導
体
制
を
充
実

強
化
す
る
た
め
都
道
府
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
す

み
や
か
に
整
備
し
、
と
く
に
在
宅
患
者
の
訪
問
指
適

四
に
あ
た
る
保
健
所
の
技
術
指
導
の
役
割
り
を
果
た
す

た
め
に
、

A
級
（
人
口
三
百
万
人
以
上
の
都
府
県
に

設
置
し
、
二
百
五
十
坪
の
も
の
）
、

B
級

(
A
級
以

外
の
府
県
で
規
模
は
百
五
十
坪
の
も
の
）
あ
わ
せ
て

十
力
所
の
新
設
と
、
既
設
十
六
ヵ
所
の
運
営
に
必
要

な
経
費
の
補
助
を
一
億
五
千
万
円
（
四
十
一
年
度
五

千
万
円
）
要
求
し
て
い
ま
す
。

精
神
病
床
の
整
備

昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
が
実
施
し
た
「
精
神
衛
生

実
態
調
査
」
の
結
果
か
ら
推
計
し
た
わ
が
国
の
精
神

障
害
者
の
総
数
は
、
約
百
二
十
四
万
人
と
推
定
さ

れ
、
そ
の
う
ち
、
入
院
を
要
す
る
と
さ
れ
る
者
の
数

は
約
―
―
十
八
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
精
神

病
床
の
数
は
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
末
に
お
い
て
約

十
七
万
六
千
床
で
、
ま
だ
精
神
病
床
の
絶
対
数
が
十

分
で
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
年
次
計
画
に
よ
っ

て
、
昭
和
四
十
五
年
度
ま
で
に
二
十
一
万
五
千
床

（
人
ロ
一
万
人
に
対
し
て
二
十
床
）
を
確
保
す
る
こ

と
に
整
仙
の
重
点
を
お
く
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者

の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
整
備
と
さ
ら
に
ま
た
、
小
児
精
神
障
害
者

を
収
容
し
、
医
療
と
併
行
し
て
学
習
、
生
活
訓
練
な

ど
を
行
な
う
小
児
病
床
の
整
備
な
と
も
重
要
で
す
の

で
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
対
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策
を
講
ず
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

り
国
立
療
養
所
の
精
神
病
床
へ
の
転
換

昭
和
四
十
二
年
度
に
お
い
て
国
立
療
養

所
の
病
床
の
う
ち
五
百
五
十
床
を
精
神
病

床
に
転
換
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
う
ち
百

五
十
床
は
小
児
精
神
病
床
と
し
ま
す
。

⇔
精
神
病
床
の
整
備

国
立
以
外
の
公
立
病
床
を
整
備
す
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
関
係
病
床
二
千
八
百

床
（
小
児
病
床
四
百
床
を
含
む
）
お
よ
び

公
的
医
療
機
関
（
日
赤
、
済
生
会
な
ど
）

関
係
病
床
五
百
床
合
計
三
千
三
百
床
の
整

備
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
そ
の
経
費
約
七

億
四
千
万
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

同
精
神
衛
生
施
設
の
整
備

精
神
病
院
等
に
お
け
る
医
療
の
結
果
、

症
状
軽
快
し
て
も
、
た
だ
ち
に
社
会
復
帰

す
る
こ
と
が
困
難
な
者
を
収
容
し
て
、
医
学
的
管
理
十
床
の
転
換
の
ほ
か
、
公
立
精
神
病
院
四
カ
所
に
一
作
業
を
行
な
わ
せ
な
が
ら
、
社
会
復
帰
訓
練
を
施
す

の
下
に
社
会
復
帰
の
た
め
の
治
療
と
訓
練
を
行
な
う
力
所
あ
た
り
百
床
の
増
床
を
行
な
う
と
と
も
に
既
設
篤
志
家
に
よ
る
職
親
制
度
が
ぎ
わ
め
て
重
要
で
す
。

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」
を
公
立
精
神
病
院
三
カ
所
分
を
含
め
運
営
に
つ
い
て
も
、
そ
の
必
要
部
従
来
か
ら
各
精
神
病
院
に
お
い
て
も
自
然
発
生
的
な

の
う
ち
五
カ
所
に
計
五
百
人
分
を
併
設
す
る
こ
と
と
分
に
補
助
を
行
な
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
形
で
、
病
院
の
退
院
者
を
個
々
の
縁
故
に
よ
っ
て
、

し

、

そ

の

経

費

約

一

億

円

を

要

求

し

て

い

ま

す

。

五

職

親

制

度

の

新

設

篤

志

家

に

預

け

る

等

の

こ

と

が

行

な

わ

れ

て

い

ま

し

四

小

児

精

神

病

床

の

整

備

精

神

障

害

者

の

社

会

復

帰

を

ス

ム

ー

ズ

に

行

な

う

た

が

、

こ

れ

を

行

政

上

組

織

化

す

る

こ

と

に

よ

り

、

小
児
精
神
障
害
者
の
医
療
、
学
習
、
生
活
訓
練
等
た
め
に
は
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
特
別
な
施
設
の
ほ
一
層
社
会
復
帰
の
促
進
を
活
発
に
し
よ
う
と
計
画
し

を
総
合
的
に
行
な
う
た
め
前
記
い
国
立
療
養
所
百
五
か
、
精
神
障
害
者
を
日
々
自
己
の
も
と
に
通
わ
せ
て
こ
の
経
費
約
三
百
万
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

昭和42年度精神衛生関係費予算要求の概要

I前年度予算額 I 昭和42年度I要求額
千円I 千円

精神衛生行政費 2,443 i 9, 447 
精神衛生審議会費：! 379 ! 559 

精神衛生施設整備費補助 351, 683 ! 879, 648 

要求の概要精神病床補助公立 1,900床→2.400床

公的医療機関 400床→500床

小児精神病床補助公立 0→400床

精神衛生センター補助 6ヶ所→10ヶ所

精神衛生施設補助公立 0→500人収容

精神衛生費補助， 20,725, 990 i 25, 663, 404 

要求の概要措置入院費補助 66,000人→76,700人

通院医療費補助 64,491人→73,200人

精神衛生センター運営補助 16カ所

小児精神病床運営補助 7カ所

精神衛生施設運営補助 5カ所

精神衛生設備整備費補助 I 17,357 I 

精神病床設備補助

精神衛生センター設備補助

精神衛生施設設備補助

職親委託補助

保健所運営費補助！
（精神衛生関係） ！ 

要求の概要精神科嘱託医

在宅指導

訪問指導

精神衛生相談員等

区 分

要求の概要

計

350人

17,522 

21,115,374 

47,967 

49,458 

26,650,483 
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わ
が
国
に
お
け
る
精
神
衛
生
の
は
じ
ま
り

わ
が
国
で
史
上
は
じ
め
て
精
神
病
に
関
す
る
記
載

が
な
さ
れ
た
の
は
、
奈
良
朝
時
代
、
文
武
天
皇
の
大

宝
元
年
に
制
定
さ
れ
た
「
大
宝
律
令
」
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
令
義
解
」
（
天
長
1
0
年
I

八
八
一
―
-
）
に

よ
れ
ば
、
「
大
宝
律
令
」
の
「
医
疾
令
」
中
の
掘
狂

、
、
、
、
.

を
注
釈
し
て
、
掘
と
は
、
今
日
の
て
ん
か
ん
を
さ

し
、
狂
は
精
神
病
を
い
う
と
し
て
い
る
。

当
時
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
に
お
い
て
は
、
鬼
神
論
が
精

神
医
学
を
支
配
し
て
、
精
神
病
ぱ
悪
腐
の
仕
業
と
し

て
告
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
く
ら
べ
て
み
る
と
ぎ
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
つ
と
に
、
こ
の
よ
う
に
「
医

疾
令
」
の
中
で
、
掘
狂
（
精
神
病
）
は
篤
疾
と
し
て

医
学
の
対
象
と
し
、
か
つ
ま
た
、
そ
の
律
に
お
い
て

は
、
精
神
病
者
の
罪
に
た
い
し
て
特
別
の
取
扱
い
を

す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
し
、
下
つ
て
江
戸
時
代
の

刑
事
法
規
で
も
乱
心
者
（
精
神
病
者
）
に
よ
る
放

火
、
殺
傷
の
場
合
｀
罪
一
等
を
軽
減
す
る
と
定
め
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
精
神
病
が
明
確
に
医

精
神
衛
生
の
歴
史
沿
革

事
制
度
の
中
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
こ

と
に
驚
く
べ
ぎ
こ
と
で
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

ヽ
C
し
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
反
面
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
は
、
江
戸
時
代
頃
に
は
既
に
精
神
病
者
対

策
が
国
や
公
共
団
体
、
宗
教
団
体
等
の
手
で
行
な
わ

れ
、
精
神
障
害
者
の
収
容
施
設
が
着
々
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
の
に
く
ら
べ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
精

神
障
害
者
は
ほ
と
ん
ど
無
関
心
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、

む
し
ろ
迫
害
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
世
紀
頃
ぱ
一
般
民
衆
の
間
で
は
、
精
神
病
者
ぱ

神
闊
と
か
、
「
狐
つ
ぎ
」
と
か
み
ら
れ
、
あ
る
い
は

家
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
追
害
さ
れ
、
虐
待
さ
れ
、
食

物
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た
。
し
か
も
収
容
施

設
等
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
主
と
し
て
そ
の
家

に
あ
っ
て
、
病
気
の
ひ
ど
い
時
は
、
座
敷
牢
等
を
作

つ
て
檻
置
さ
れ
た
り
し
た
。

わ
か
国
に
お
い
て
歴
史
上
最
も
古
い
収
容
旅
設

は
、
京
都
岩
倉
の
大
雲
寺
で
あ
る
。
「
人
皇
七
一
代

後
三
条
天
皇
の
第
三
皇
女
佳
子
内
親
王
は
妙
齢
―
―
九

精
神
病
者
の
収
容
施
設

わ

が

国

の

精

神

衛

生

の
御
時
、
挙
動
常
な
ら
ず
、
髪
を
乱
し
、
衣
を
裂
き

と
ば
り
帳
に
隠
れ
て
物
云
わ
ず
、
云
へ
ば
證
語
に
し
て
、
心

全
く
衷
ぱ
せ
ら
る
。
た
め
に
聖
慮
穏
か
な
ら
ず
、
神

仏
に
平
癒
を
祈
願
し
給
い
た
る
に
一
夜
霊
告
あ
り
、

此
霊
告
に
よ
り
、
直
ち
に
勅
し
て
、
皇
女
を
岩
倉
大

雲
寺
に
籠
ら
し
め
、
境
内
に
あ
る
不
増
不
減
の
霊
泉

を
日
毎
に
飲
用
せ
し
め
給
ひ
し
に
、
幾
何
も
な
く
疾

患
癒
え
、
聡
明
元
に
復
し
給
ふ
。
云
々
」
と
い
う
伝

説
が
あ
り
、
繭
来
貴
賤
男
女
を
間
わ
ず
、
精
神
病
者

は
此
地
に
来
り
、
観
世
音
に
祈
願
を
こ
め
る
も
の
相

つ
ぎ
、
あ
る
い
は
籠
り
堂
に
付
添
人
と
と
も
に
起
臥

し
、
後
に
は
、
茶
屋
‘
宿
屋
や
付
近
の
農
家
に
下
宿

し
、
弛
力
と
称
す
る
着
護
者
に
付
除
わ
れ
て
、
観
音

堂
に
参
詣
し
、
境
内
こ
あ
る
名
泉
「
閉
伽
の
井
戸
」

の
水
を
服
用
し
、
ま
た
不
動
の
滝
に
浴
し
、
田
圃
に

散
歩
し
た
と
あ
る
。
後
三
条
の
代
と
は
一
〇
六
八
ー

1
0七
二
年
に
あ
た
り
、
今
よ
り
九

0
0年
前
の
こ

と
で
あ
り
、
岩
倉
大
雲
寺
は
京
都
市
左
京
区
岩
倉
に

現
存
す
る
C

下
つ
て
明
治
一
七
年
(
-
八
八
四
）
、

こ
の
境
内
に
岩
倉
掘
狂
院
が
創
立
さ
れ
、
現
在
で
は

同
じ
境
内
に
近
代
的
な
岩
倉
病
院
が
開
設
さ
れ
て
い

る。
こ
の
岩
倉
大
雲
寺
を
は
じ
め
と
し
て
、
歴
史
的
な

収
容
施
設
が
、
各
地
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
応
永
年
間
（
―
-
―
-
九
四
し
一
四
一
一
八
）
、
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明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
精
神
衛
生
対
策
と
し
て

は
全
く
法
的
規
制
の
な
い
ま
ま
に
推
移
し
て
い
た
。

明

治

初

期

―
―
一
河
の
国
羽
粟
の
里
灸
寺
、
光
明
山
順
因
寺
に
お
い

て
、
躙
狂
者
の
灸
法
と
、
漠
方
薬
に
よ
の
治
療
が
始

め
ら
れ
た
。
慶
長
四
年
(
-
五
九
九
）
に
は
本
多
佐

内
が
泉
州
南
部
七
山
の
地
、
浄
見
寺
内
に
爽
神
堂
を

創
設
し
、
安
永
年
間
（
一
七
七

11~一七
八

0)
、

永
井
絃
現
が
越
後
の
鵜
森
、
永
井
山
順
因
寺
に
い
わ

ゆ
る
精
神
病
院
と
し
て
日
本
最
古
の
も
の
で
あ
る
鵜

森
狂
疾
院
を
開
設
し
、
文
化
五
年
(
-
八

0
八
）
、

武
田
一
逃
は
安
芸
の
宮
内
の
地
に
お
い
て
掘
狂
者
の

治
療
を
開
始
し
、
文
政
年
間
(
-
八
一
八

i
一八――

九
）
、
石
丸
周
吾
は
浪
速
の
地
に
精
神
病
専
門
の
収

容
施
設
を
設
け
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
、
奈
良

林
一
徳
は
、
江
戸
小
松
川
に
狂
病
治
療
所
を
創
立

し
、
文
久
三
年
(
-
八
六
―
―
-
)
、
不
破
宮
代
の
里
、

鉄
塔
山
天
上
寺
に
お
い
て
も
掘
狂
者
の
治
療
が
始
め

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
の
収
容
施
設
は
、
京
都

岩
倉
の
家
庭
着
護
に
は
じ
ま
り
、
寺
院
に
お
け
る
治

療
の
段
階
よ
り
、
治
療
所
、
収
容
施
設
そ
し
て
罰
狂

院
、
さ
ら
に
精
神
病
院
へ
と
発
展
し
て
行
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
精
神
医
学
は
進
歩
し
て
お

ら
ず
、
精
神
病
の
治
療
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
加
持

祈
蘭
に
た
よ
っ
て
お
り
、
社
寺
の
楼
塔
は
、
精
神
病

者
の
収
容
施
設
の
ご
と
ぎ
観
が
あ
っ
た
。

明
治
の
衛
生
行
政
が
、
本
格
的
軌
道
に
の
り
出
し

た
の
は
、
明
治
六
年
、
文
部
省
の
医
務
課
が
医
務
局

と
な
り
、
明
治
七
年
、
医
制
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
で

あ
り
、
こ
の
医
制
の
―
つ
に
罰
狂
院
の
設
立
に
関
す

る
規
定
が
あ
る
。

明
治
八
年
、
わ
が
国
最
初
の
公
立
精
神
病
院
と
し

て
京
都
府
療
養
院
附
属
痴
狂
院
が
設
け
ら
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
掘
狂
院
の
設
置
は
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
精
神
病
者
の
大
多
数
は
、

私
宅
に
監
置
さ
れ
て
、
人
間
的
な
取
扱
い
を
う
け
て

い
な
か
っ
た
。
し
た
が
つ
て
ま
た
当
時
の
措
置
は
も

つ
ば
ら
そ
の
も
た
ら
す
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、
精

神
病
者
を
隔
離
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
規

制
は
警
察
法
規
的
色
彩
が
強
か
っ
た
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
代
西
洋
医
学
が
、
漸
次
輸
入

さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
衛
生
行
政
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
精
神
衛
生
対
策
の
面
も
新
た

な
方
向
へ
と
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
明
治
八
年
に
は
、
ド
ー
ニ
ッ
ツ
が
警
視
庁
に

お
い
て
精
神
病
の
講
義
を
行
な
っ
た
し
、
日
本
最
初

精
神
病
者
監
護
法
の
制
定

の
公
立
病
院
で
あ
る
京
都
府
掘
狂
院
が
設
立
さ
れ
、

九
年
に
は
、
近
代
精
神
病
学
初
の
専
門
書
で
あ
る

「
精
神
病
約
説
」
が
出
版
さ
れ
、
十
一
年
に
は
、
日
本

最
初
の
近
代
的
私
立
病
院
と
し
て
、
加
藤
風
掘
病
院

が
開
設
さ
れ
、
十
二
年
に
は
、
ベ
ル
ツ
博
士
が
東
京

大
学
に
お
い
て
は
じ
め
て
近
代
精
神
病
学
を
、
ま
た

ロ
ー
レ
ッ
ツ
博
士
が
愛
知
医
学
校
に
お
い
て
精
神
病

学
を
講
義
し
た
。
十
三
年
に
は
、
医
学
校
初
の
精
神

病
舎
が
愛
知
県
病
院
に
設
置
さ
れ
、
十
七
年
に
は
、

岩
倉
痴
狂
院
が
開
設
さ
れ
、
十
九
年
に
は
、
帝
大
医

科
大
学
に
精
神
病
学
教
室
が
置
か
れ
、
同
年
十
一
一
月

に
は
、
日
本
人
最
初
の
諧
義
と
し
て
榊
仮
教
授
が
東

大
に
お
い
て
精
神
病
学
の
講
義
を
行
な
っ
た
。
さ
ら

に
二
十
八
年
に
は
、
代
表
的
な
精
神
病
学
の
成
書
と

し
て
呉
秀
三
纂
訳
「
精
神
病
学
」
が
発
行
さ
れ
る
等

に
医
学
の
面
に
お
い
て
も
段
々
と
そ
の
基
礎
が
固
め

ら
れ
て
行
っ
た
。
同
時
に
ま
た
衛
生
行
政
も
公
衆
衛

生
の
中
心
と
し
て
の
急
性
伝
染
病
予
防
か
ら
、
そ
の

体
制
の
整
う
に
つ
れ
て
慢
性
疾
患
の
予
防
へ
と
展
開

し
、
他
面
近
代
国
家
へ
の
脱
皮
は
、
個
人
の
自
由
、

権
利
の
尊
重
の
方
向
へ
と
進
み
、
精
神
病
者
に
た
い

す
る
考
え
方
も
進
み
、
新
ら
し
い
法
制
度
の
出
現
と

な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
相
当
長
い

間
も
つ
ば
ら
地
方
の
規
制
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
精
神

障
害
者
に
関
す
る
全
国
的
法
規
制
が
よ
う
や
く
出
現

す
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
路
頭
に
さ
ま

よ
う
救
護
者
の
な
い
精
神
病
者
の
保
談
の
規
制
と
し

て
、
明
治
三
十
二
年
「
行
旅
病
人
お
よ
び
行
旅
死
亡

人
取
扱
法
」
（
明
治
三
十
二
年
―
―
一
月
二
十
八
日
）
が

公
布
さ
れ
、
つ
い
で
明
治
二
十
年
の
い
わ
ゆ
る
相
馬

事
件
な
ど
が
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
精
神
病
の

保
護
に
関
す
る
最
初
の
一
般
的
法
律
「
精
神
病
監
護

法
」
（
明
治
三
十
三
年
三
月
九
日
、
法
律
第
三
八
号
）

が
明
治
三
十
三
年
三
月
公
布
苔
れ
同
年
七
月
一
日

施
行
と
な
り
、
ま
た
同
年
六
月
二
十
八
日
「
精
神
病

者
監
護
法
施
行
規
則
」
（
内
務
省
令
第
三
八
号
）
が

定
め
ら
れ
て
、
精
神
病
者
の
監
督
お
よ
び
保
設
の
責

任
を
明
ら
か
に
し
、
不
当
な
人
権
侵
害
を
排
除
し
、

さ
ら
に
監
督
の
実
施
を
行
政
庁
の
許
可
ま
た
は
届
出

と
し
、
監
置
の
適
正
を
図
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

監
置
の
方
法
に
お
い
て
私
宅
監
置
を
も
許
し
て
い
た

の
で
、
医
療
保
護
の
面
で
は
、
含
わ
め
て
不
十
分
で

あ
り
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
精
神
病
者
の
漸
増
と
精

神
医
学
の
進
歩
と
は
、
精
神
障
害
者
対
策
を
こ
の
よ

う
な
消
極
的
な
範
囲
に
止
ま
ら
せ
て
置
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
四
年
に
は

本
邦
精
神
医
学
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
呉
秀
三
が
東

明
治
末
年
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
近
代
国
家
と
し

て
の
体
制
を
整
え
た
わ
が
国
は
衛
生
行
政
の
面
に
お

精
神
病
院
法
の
制
定

大
教
授
と
な
り
、
明
治
三
十
五
年
に
は
、
精
神
病
者

救
治
会
か
設
立
さ
れ
、
日
本
で
は
じ
め
て
精
神
衛
生

運
動
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
日
本

神
経
学
会
も
発
足
し
、
ま
た
三
十
九
年
、
第
二
二
帝

国
議
会
は
「
官
立
医
学
校
二
精
神
科
設
置
」
の
決
議

を
行
な
っ
た
し
、
明
治
四

0
年
に
は
、
北
海
遁
に
道

府
県
外
の
公
立
精
神
病
院
の
初
と
し
て
、
公
立
函
館

区
立
精
神
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。
明
治
四
十
二
年
十

二
月
の
内
務
省
第
二
七
号
に
基
づ
い
て
、
明
治
四
十

一
年
一
月
以
降
、
公
立
精
神
病
院
お
よ
び
そ
の
退
院

者
に
つ
き
詳
細
な
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
患
者
数

二
万
万
千
、
病
床
二
、
五

0
0、
私
宅
監
置
約
三
千

と
い
う
よ
う
な
精
神
病
者
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
、
そ
の
収
容
施
設
の
整
備
拡
充
が
必
要
な
こ
と
が

わ
か
り
、
明
治
四
十
四
年
、
第
二
七
帝
国
議
会
に
お

い
て
「
官
公
立
精
神
病
院
設
置
」
の
決
議
が
な
さ
れ

こ。t
 こ
の
よ
う
に
よ
う
や
く
精
神
病
院
増
設
の
必
要
な

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
諸
府
県
に
お
い

て
相
次
い
で
病
院
建
築
費
が
予
算
計
上
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

い
て
も
新
た
な
段
階
に
入
り
、
さ
ら
に
社
会
生
活
の

複
雑
化
に
伴
う
精
神
障
害
者
の
増
加
と
医
学
の
一
般

の
進
歩
は
、
監
護
の
段
階
か
ら
医
療
対
策
へ
と
前
進

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
3

さ
ら
に
大
正
五
年
、
保
健
衛
生
調
査
会
が
設
置
さ

れ
、
大
正
六
年
六
月
三
十
日
、
精
神
障
害
者
の
全
国

一
斉
調
査
が
行
な
わ
れ
、
精
神
病
者
総
数
は
、
約
六

万
五
千
、
精
神
病
院
等
に
入
院
中
の
も
の
約
宜
千
、

私
宅
監
置
を
含
め
て
約
六
万
の
患
者
が
放
置
さ
れ
て

い
る
と
い
う
実
状
、
病
院
を
含
む
精
神
病
者
収
容
施

設
を
も
つ
て
な
い
県
が
二
八
県
も
あ
り
、
在
院
患
者

の
ほ
ぼ
四
分
の
三
が
東
京
、
京
都
、
大
阪
に
お
り
、

東
京
に
は
そ
の
二
分
の
一
が
収
容
さ
れ
て
い
る
等
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
よ

り
、
大
正
八
年
、
「
精
神
病
院
法
」
（
大
正
八
年
三

月
二
十
宜
日
、
法
律
第
二
五
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
法
の
制
定
に
よ
り
、
国
は
都
道
府
県
に
た
い
し

て
精
神
病
院
の
設
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
か
つ
そ
の
設
置
さ
れ
た
病
院
に
た
い
し
、

国
庫
補
助
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
精
神
病
院
の
普

及
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
大
正
九

年
に
は
日
本
精
神
病
院
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ

る。
し
か
し
な
が
ら
、
公
立
精
神
病
院
の
建
設
は
予
算

不
足
等
の
た
め
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
僅
か
に
、
大
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精
神
病
院
法
が
制
定
さ
れ
、
国
庫
補
助
の
も
と
に

精
神
病
院
の
普
及
が
図
ら
れ
た
が
、
前
述
の
ご
と

く
、
公
立
精
神
病
院
の
建
設
は
遅
々
と
し
て
は
か
ど

ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
在
野
精
神
障
害
者
数
は
増
加

し
、
昭
和
六
年
の
調
壺
に
よ
れ
ば
患
者
総
数
七
万
余

に
た
い
し
、
収
容
数
は
約
一
万
五
千
で
あ
り
、
諸
外

国
に
比
し
て
人
口
あ
た
り
病
床
は
十
分
の
一
の
低
さ

を
示
し
、
病
院
数
約
九

0
で
、
病
院
法
に
よ
る
施
設

を
も
つ
府
県
は
僅
か
三
府
一
七
県
で
あ
っ
た
。
昭
和

元
年
に
は
日
本
精
神
衛
生
会
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に

昭
和
十
二
年
に
厚
生
省
か
設
置
さ
れ
、
衛
生
行
政
の

機
構
が
確
立
さ
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
精
神
衛
生
対

策
は
目
ざ
ま
し
い
効
果
を
あ
げ
る
に
い
た
ら
な
か
つ

た
。
こ
と
に
戦
時
に
お
い
て
は
、
精
神
病
者
の
保
護

は
全
く
か
え
り
み
ら
れ
ず
、
精
神
病
床
も
戦
火
に
よ

る
消
失
や
経
営
難
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
、
昭
和
十
五
年

に
は
、
約
―
一
万
五
千
床
も
あ
っ
た
病
床
は
終
戦
時
に

は
約
四
千
床
に
ま
で
減
少
し
た
。

戦
後
は
欧
米
の
最
新
の
精
神
衛
生
に
関
す
る
知
識

＇ 

精
神
衛
生
法
の
制
定

正
十
四
年
の
鹿
児
島
保
蓑
院
、
昭
和
元
年
の
大
阪
中

宮
病
院
、
昭
和
四
年
の
神
奈
川
芹
香
院
、
昭
和
六
年

の
福
岡
築
紫
保
養
院
、
昭
和
七
年
の
愛
知
城
山
病
院

を
数
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。

の
導
入
が
あ
り
、
か
つ
公
衆
衛
生
の
向
上
増
進
を
国

の
責
務
と
し
た
新
憲
法
の
成
立
と
に
よ
り
、
精
神
障

害
者
の
医
療
保
護
の
徹
底
化
と
精
神
衛
生
が
単
に
精

神
病
の
治
療
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
予
防
か
ら
広
く
一

般
国
民
の
精
神
的
健
康
の
保
持
向
上
に
お
よ
ぶ
べ
き

で
あ
る
と
い
う
理
念
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
―
―
十
五
年
、
医
療
保
護
の
み
な
ら
ず
予
防
対
策

を
含
め
た
は
ば
の
広
い
「
精
神
衛
生
法
」
（
昭
和
二
十

五
年
五
月
一
日
、
法
律
第
一
三
二
号
）
が
制
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
従
来
の
私

宅
監
置
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
精
神
病
者
は
医
療
機
関

で
医
療
保
護
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
、
鑑
定
医
制
度

が
採
用
さ
れ
て
精
神
障
害
者
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
ま
た
対
象
を
精
神
病
者
の
み
な
ら
ず
、

精
神
薄
弱
者
、
精
神
病
疾
者
等
に
ま
で
拡
大
し
、
精

神
衛
生
対
策
の
飛
躍
的
発
展
を
期
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
に
精
神
衛
生
法
が
制
定
さ
れ
、
精

神
衛
生
の
認
識
も
漸
次
一
般
の
間
に
浸
透
し
て
い
つ

た
。
昭
和
―
―
十
七
年
に
は
、
国
立
精
神
衛
生
研
究
所

が
設
け
ら
れ
、
精
神
衛
生
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査

研
究
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
に
は
、
日
本
精
神
衛
生
連
盟
が
結

成
さ
れ
、
同
年
十
一
月
に
は
第
一
回
全
国
精
神
衛
生

精
神
衛
生
法
以
後

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
方
、
こ
の
年
の
精
神
病
床
は
約
三
万
床
で
、
昭

和
十
五
年
の
約
一
一
万
五
千
に
く
ら
べ
よ
う
や
く
戦
前

に
回
復
し
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
の
全
国
精
神

障
害
者
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
精
神
障
害
者
の
全
国

推
定
数
は
ニ
―

10万
人
、
う
ち
要
入
院
は
三
五
万
人

で
、
病
床
は
そ
の
十
分
の
一
に
も
み
た
な
い
こ
と
が

判
明
し
、
よ
つ
て
同
年
法
改
正
を
行
な
っ
て
非
営
利

法
人
の
設
置
す
る
精
神
病
院
の
設
置
お
よ
び
運
営
に

要
す
る
経
費
に
た
い
し
、
国
庫
補
助
の
規
定
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
て
、
病
床
は
急

速
に
増
加
し
、
い
わ
ゆ
る
精
神
病
院
ブ
ー
ム
の
現
象

を
星
し
、
五
年
後
の
昭
和
三
十
五
年
に
は
約
九
万
五

千
床
に
達
し
、
精
神
障
害
者
に
た
い
す
る
医
療
保
護

は
飛
躍
的
に
発
展
し
た
し

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
、
厚
生
省
公
衆
衛
生
局

に
精
神
衛
生
課
が
新
設
さ
れ
、
精
神
衛
生
行
政
は
一

段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
治
療
に
つ
い
て
も
従
来
の
療
法
に
加
え
て

ク
ロ
ー
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
等
の
薬
物
療
法
さ
ら
に
心
理

療
法
や
作
業
捺
法
等
の
治
療
方
法
が
追
歩
し
て
そ
の

寛
解
率
は
著
し
く
向
上
し
、
在
院
期
間
が
短
縮
さ

れ
、
か
つ
、
こ
れ
に
伴
な
い
予
防
対
策
や
在
院
障
害

者
対
策
が
次
第
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し

さ
ら
に
昭
和
三
十
八
年
に
は
画
期
的
な
精
神
障
害
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の
実
態
調
査
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
全

国
的
な
精
神
障
害
者
の
数
、
医
療
の
普
及
度
等
が
明

か
に
な
り
、
昭
和
二
十
万
年
制
定
の
精
神
衛
生
法

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
推
移
、
社
会
情
勢
の
著
し

い
変
化
、
精
神
医
学
の
目
ざ
ま
し
い
進
歩
と
い
う
新

ら
し
い
事
態
に
即
応
し
得
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

精
神
障
害
に
関
す
る
発
生
予
防
か
ら
、
治
療
、
社
会

復
帰
ま
で
の
一
貫
し
た
施
策
を
内
容
と
す
る
法
の
全

面
改
正
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
た
ま

た
ま
三
十
九
年
三
月
、
有
名
な
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
事
件

が
発
生
し
、
精
神
障
害
者
の
不
十
分
な
医
療
の
現
状

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
こ
れ
が
た
め
準
備
中

の
法
改
正
は
一
層
拍
車
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
よ
っ
て
同
年
五
月
厚
生
大
臣
は
法
改
正
に
つ
い

て
、
そ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
精
神
衛
生
審
議
会
に
諮

問
し
、
そ
の
答
申
を
得
て
、
同
年
―
一
月
、
精
神
衛
生

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
第
四
八
国
会
に
提

出
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日
を
も
つ
て
公
布

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
都
道
府
県
ご
と
に
新
た
に

技
術
的
中
枢
機
関
と
し
て
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
か
、
保
健
所
は
地
区
に

お
け
る
梢
神
衛
生
行
政
の
第
一
線
機
関
と
な
り
、
在

宅
精
神
障
害
者
の
訪
問
指
導
、
相
談
が
強
化
さ
れ
、
さ

ら
に
通
院
医
療
に
た
い
す
る
公
費
負
担
制
度
が
新
設

精
神
術
生
行
政
は
公
衆
衛
生
行
政
の
一
部
門
で
あ

る
。
衛
生
行
政
は
、
家
庭
や
地
域
社
会
を
対
象
と
す

る
一
般
衛
生
行
政
と
、
学
校
生
活
を
対
象
と
す
る
学

校
保
健
行
政
お
よ
び
職
場
に
お
け
る
生
活
を
対
象
と

す
る
労
働
衛
生
行
政
に
三
大
別
さ
れ
る
。
一
般
術
生

行
政
は
、
さ
ら
に
①
予
防
接
種
、
集
団
検
診
等
予
防

医
学
を
主
体
と
す
る
予
防
衛
生
行
政
、
②
上
下
水
道
、

汚
物
等
衛
生
工
学
を
主
体
と
す
る
環
境
衛
生
行
政
、

③
栄
養
改
善
、
精
神
衛
生
、
ス
ポ
ー
ツ
等
健
康
増
進

を
目
的
と
す
る
保
健
衛
生
行
政
、
④
医
療
の
普
及
向

上
を
は
か
る
医
務
衛
生
行
政
、
⑥
医
薬
品
の
生
産
配

給
と
阪
売
等
に
関
す
る
薬
務
行
政
の
五
つ
に
大
別
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
、
②
、
③
を
あ
わ
せ
て
公

衆
衛
生
行
政
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
衛
生
行
政
の
活
動
分
野
に
対
応
し
て
、

い
わ
ゆ
る
衛
生
行
政
組
織
が
あ
る
。

一
般
衛
生
行
政
の
体
系
と
し
て
は
、
国
（
厚
生
省
）

ー
都
道
府
県
（
衛
生
主
管
部
局
）

I
保
健
所
ー
市
町

村
（
衛
生
主
管
部
局
課
）
の
一
貫
し
た
体
系
が
確
立

さ
れ
て
い
る
。 精

神
衛
生
行
政
の
組
織

さ
れ
、
精
神
衛
生
対
策
は
一
層
そ
の
充
実
か
期
待
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

精
神
衛
生
行
政
の
組
織
に
つ
い
て
み
る
と
、
国
の

レ
ベ
ル
に
お
い
て
衛
生
行
政
を
担
当
し
て
い
る
の
は

厚
生
省
で
あ
り
、
そ
の
厚
生
省
で
直
接
衛
生
行
政
に

関
係
あ
る
内
部
部
局
は
、
公
衆
衛
生
局
、
環
境
衛
生

局
、
医
務
局
、
薬
務
局
の
い
わ
ゆ
る
衛
生
四
局
で
、

精
神
術
生
を
担
当
す
る
局
は
公
衆
術
生
局
で
あ
る
C
)

公
衆
衛
生
局
に
は
、
企
画
、
栄
養
、
保
健
所
、
結
核

予
防
、
防
疫
、
精
神
衛
生
．
検
疫
の
七
課
が
あ
り
、

精
神
衛
生
課
が
精
神
衛
生
行
政
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
厚
生
省
の
附
属
機
関
と
し
て
国
の
レ
ベ

ル
に
お
け
る
科
学
技
術
の
中
枢
的
役
割
を
果
た
す
機

関
と
し
て
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
が
あ
り
、
ま
た
民

主
的
行
政
の
運
営
を
は
か
る
た
め
の
機
関
と
し
て
中

央
精
神
衛
生
審
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
都
道
府
県
で
は
、
精
神
術
生
行
政
を
担
当

す
る
衛
生
王
管
部
（
局
）
（
衛
生
部
、
厚
生
部
、
衛

生
民
生
部
、
厚
生
労
働
部
等
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

四
内
至
六
課
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
一
課
で
あ
る
精
神

衛
生
主
管
課
（
保
健
予
防
課
．
公
衆
衛
生
課
等
）
が

直
接
精
神
衛
生
行
政
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
都
道

府
県
に
は
、
精
神
衛
生
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の
施

設
と
し
て
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
精
神
衛
生
相
談
所
）

が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
知
事
の
諮
問
機
関
と
し

て
、
精
神
衛
生
に
関
す
る
事
項
を
調
壺
審
議
す
る
た

め
の
地
方
精
神
衛
生
審
議
会
お
よ
び
通
院
医
療
の
申
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請
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た
め
の
精
神
衛
生
診

査
協
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

都
道
府
県
内
の
地
区
に
は
、
地
区
に
お
け
る
精
神

衛
生
行
政
を
担
当
す
る
保
健
所
が
あ
り
、
そ
の
標
準

組
織
は
、
総
務
、
衛
生
、
保
健
予
防
、
普
及
の
四
課

十
七
係
で
あ
り
、
直
接
精
神
衛
生
を
担
当
す
る
の
は

保
健
予
防
課
の
精
神
衛
生
係
で
あ
る
。

市
町
村
に
お
け
る
組
織
は
都
道
府
県
に
準
じ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
精
神
衛
生
主
管
部
（
局
）
、
課
、
係
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
精
神
衛
生
行
政
の
組
織
を
図
示
す
れ
ば

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

厚
生
省
公
衆
衛
生
局
ー
精
神
衛
生
課

国
立
精
神
衛
生
研
究
所

中
央
精
神
衛
生
審
議
会

都
道
府
県
衛
生
主
管
部
ー
精
神
衛
生
主
管
課

地
方
精
神
衛
生
審
議
会

精
神
衛
生
診
査
協
議
会

精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

保
健
所
ー
保
健
予
防
課
ー
精
神
衛
生

係

市
町
村
衛
生
主
管
部
（
局
）
・
課
・
係

イ
国
立
精
神
衛
生
研
究
所

国
立
精
神
衛
生
研
究
所
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
設

置
さ
れ
、
精
神
衛
生
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ら
び
に

（単位：千円）
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2,403 

291 

20,004,472 

673,556 

41,160 

6,802 

369,040 

369,040 

330,441 

38,599 

2,443 

379 

精
神
衛
生
関
係
職
員
の
研
修
を
そ
の
任
務
と
し
、
精

神
衛
生
部
、
児
童
精
神
衛
生
部
、
社
会
精
神
衛
生
部

身
体
病
理
部
、
精
神
薄
弱
部
、
優
生
部
、
社
会
復
帰

部
の
研
究
七
部
と
総
務
の
一
課
が
お
か
れ
て
い
る
。

ロ
中
央
精
神
衛
生
審
議
会

精
神
衛
生
行
政
の
実
施
に
あ
た
り
、
精
神
衛
生
に

関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
し
、
行
政
の
公
正
妥
当
を

期
す
る
た
め
、
厚
生
省
の
附
属
機
関
と
し
て
中
央
精

神
衛
生
審
謡
会
が
趾
か
れ
て
い
る
。
こ
の
審
議
会
は

厚
生
大
臣
の
諮
問
に
答
え
る
ほ
か
、
精
神
衛
生
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
関
係
大
臣
に
意
見
具
申
を
す
る

権
限
を
有
し
て
い
る
J

｛
番
議
会
の
委
員
は
一
宜
人
で

任
期
三
年
、
精
神
衛
生
に
関
し
学
識
経
験
あ
る
者
お

よ
び
関
係
行
政
機
関
の
公
務
員
の
う
ち
か
ら
、
厚
生

大
臣
が
任
命
す
る
。

ハ
地
方
精
神
衛
生
審
議
会

都
道
府
県
に
お
け
る
精
神
衛
生
行
政
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
各
都
道
府
県
ご

と
に
地
方
精
神
衛
生
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ

の
審
議
会
は
、
都
遁
府
県
知
事
の
諮
間
に
答
え
る
ほ

か
、
精
神
衛
生
に
関
す
る
事
項
に
関
し
て
都
道
府
県

知
事
に
意
見
を
具
申
す
る
こ
と
が
で
含
る
。
審
議
会
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←) 
の
委
員
は
一

0
人
以
内
で
、
精
神
衛
生
に
関
し
学
識

経
験
の
あ
る
者
お
よ
び
関
係
行
政
機
関
の
う
ち
か
ら

都
道
府
県
知
事
が
任
命
し
任
期
は
三
年
で
あ
る
。

二
精
神
衛
生
診
査
協
議
会

都
道
府
県
に
お
け
る
通
院
医
療
費
公
費
負
担
に
た

い
す
る
申
請
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
審
議
し
、
公

費
負
担
の
決
定
に
関
し
て
都
道
府
県
知
事
に
意
見
を

具
申
す
る
機
関
で
、
各
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
協
議
会
の
委
員
は
五
人
で
、
精
神
障

害
者
の
医
療
に
関
す
る
事
業
に
従
事
す
る
者
お
よ
び

関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
都
道
府
県
知
事

が
任
命
し
、
任
期
は
一
一
年
で
あ
る
。

精
神
衛
生
の
財
政

精
神
衛
生
関
係
予
算

精
神
衛
生
対
策
は
、
厚
生
省
に
お
け
る
重
点
施
策

で
あ
る
の
で
そ
の
伸
び
は
ま
こ
と
に
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
る
。
昭
和
41
年
度
の
国
の
精
神
衛
生
関
係
の

予
算
額
は
ニ
―
一
億
円
で
、
こ
れ
を
精
神
病
院
法
の

制
定
当
時
の
予
算
約
三
万
円
に
く
ら
べ
る
と
驚
異
的

な
数
字
で
あ
り
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
五
年
度
の
一
〇

億
、
三
十
六
年
度
の
四

0
億
、
三
十
七
年
度
の
八
五

億
、
三
十
八
年
度
の
一

0
九
億
、
三
十
九
年
度
の
一

表 1 精 神 衛 生 関 係 予 算

I 
(1)精神衛生費補助

I 

36年度予算額 37年度予算額 38年度予算額

I I 3,955,214 I 8,551, 795 I 10. 922, 788 i 

I 3,762,555 I 8,347,611 1 

3,762,555 

3,752,244 I 

゜3,406 
(D)精神衛生センター運営費補助金 6,905 i 

I 
190,439 I 

190.439 

190,439 I 

I (B)精神衛生センター整備費補助金 0 , 

I 2,041 I 

179 

事 項

精神衛生費

(16)精神衛生費補助金

(A)精神障害者措置入院費補助金

(B)通院医療費補助金

(C)法施行事務費補助金

(2)精神衛生関係施設整備費補助

(16)精神病院等整備費補助金

(A)精神病院整備費補助金

I (3)精神衛生対策費

I 
i (4)精神衛生審議会費

8,347,611 

8,332,753 

7゚,101 

7,757 

203,130 

203,130 

203,130 

8゚72 

182 

10,659,592 

10,659,592 

10,635,204 

゜11,550 
12,838 

256,208 

256,208 

256,208 

6゚,697 

291 

注 予算額は当初予算である。
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⇔

国

庫

補

助

弓
二
億
、
四
十
年
度
の
一
六
三
億
に
く
ら
べ
て
も
毎

年
三

0
億
も
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
膨
大
な
予

算
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
措
置
入
院
袈
の
二

0
0億
円
で
、
つ
い
で
通
院
医
療
負
の
六
億
七
千
万

円
、
精
神
病
院
の
整
備
費
補
助
金
の
三
億
三
千
万
円

で
あ
る
。
こ
の
措
置
入
院
費
は
国
が
八
割
、
都
道
府
県

が
二
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
総

額
は
三
十
宜
年
で
ニ
―
―
億
、
三
十
六
年
で
宜
一
億
、

三
十
七
年
で
一

0
六
億
、
一
二
十
八
年
で
ニ
―
一
七
億
、

三
十
九
年
で
一
六

0
億
、
四

0
年
で
―

IOI
―
一
億
と
年

々
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
。

要
入
院
患
者
に
比
し
、
精
神
病
床
が
非
常
に
不
足

し
て
い
る
の
で
、
昭
和
二
十
七
年
以
降
、
都
道
府
県

立
の
精
神
病
院
の
新
設
お
よ
び
増
床
に
た
い
し
て
補

助
金
を
交
付
し
、
そ
の
整
備
促
進
が
は
か
ら
れ
て
い

る
昭
和
二
十
九
年
以
降
は
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
都
遣
府

県
立
以
外
の
市
町
村
立
お
よ
び
日
赤
、
厚
生
連
等
の

公
的
医
療
機
関
立
の
精
神
病
院
に
も
補
助
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
精
神
病
院
に
た
い
す
る
補
助

は
、
精
神
衛
生
法
に
基
づ
彦
、
そ
の
要
す
る
負
用
の

二
分
の
一
以
内
の
額
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
予
算
額

は
、
昭
和
―
―
十
七
年
度
の
六
千
八
百
万
円
か
ら
、
三

十
年
度
二
億
八
千
万
円
、
三
十
五
年
度
一
億
宜
千
万

表2 医療金融公庫融資の状況

区 分

、も忍 ふ百閉 資

病
融
資
額
内
訳

床 数

新

機

運

増

械購

転資

精

神

病

院

病

新

機

運
購

資

床

増

械

転

＇昭和 37年度 i昭和38年度＇昭和 39年度 i昭和40年度
額（千円） 11, 863, ssoj 11, 862, 960j 14, 536, 1901 17, 068, 100! 

（床） 9 1 7,634’I  
I 

15, 209 16, 768 20, 770! 

築（千円)| 9,879,7001 10,000, 840! 12, 549,080[ 14, 939, 3201 

入（千円）! 1,749,s6o¥ 1,612,640I 1,670,540¥ 1,sso,470 
I 

金（千円） ； 234, 320[ 249, 4301, 316, 570: 278, 3101 

数（床） i 8,013 6, 127I 7, 170! 8, 4451 

築（千円）＇ 2, 536, 670: 2, 099, 980! 2, 401, 620j 2, 066, 370: 

入（千円）， 195,570: ll8, 830i 190, 1301 132, 740i 

金（千円） i 37, 96o'i 42, 3001 64, 220; 57, s10'1 

i --区 分

度年2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
 

廿禾昭

表 3 厚生年金融資状況
・-

計 ＇ h土・

病 恥（含精神病院） ： 

i 件数，金 額件数，金 額：~-·----·—----•一•-• 9 

百万円 百万円，
1 200 2, 323 : 41 ; 511 i 
194 3, 475 : 66 1, 569 9 

243 I 4, 420 j 89 I 1, 940 
292 5,433 ! 90 ! 2,918 
277 ・ 7, 000 ! 91 i 3, 125 
281 7: 500 ! 115 i 4, 108 
325 8, 500 : 117 4, 410 
420 10, 500, 144 ! 5, 154 
~24 19, 100 i 184 I z, 727 
1, 300 25, 600 i i 200 I 7,943 
1, 361 33, 000 1 218 10, 150 
1: 931 i 42: 333 ! 226 j 1i: 595 

I (16) i (910) 
19.200 175 ! 9,500 40 I 324 

（）内は精神病院分
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表4

1区分l件
昭和36年度

37 

! 38 
I 

I 
: 39 

9 1 

| 
40 I 

国民年金融資状況

！病院（含精神病院）＇

額 i件数 I金額ill
百万円I 百万円！
5, 398 | 
I 
138 2, 106 | 

7, 400 I 194 I 2, 541 i 
7, 000, 177 | 2, 650 l 
9. 200 ! 218 3,130 I 
| （6) （ 73)11 

9,500 ; 171 1 3,225; 

今
金
i
 

二""
9

9

9

一

a
9

8

4

9

0

5

3

 

数

ー

1

7

9

2

4

7

6

9

0

 
，
 

ー

内 （）は精神病院分

表5 昭和40年度窟県別厚生年金融姿状況

（精神病院分）

円
、
四
十
年
度
三
億
五
千
万
円
と
増
加
し
、
こ
れ
ら

の
国
庫
補
助
が
重
要
な
契
檬
と
な
り
、
病
床
は
急
激

に
増
加
し
、
昭
和
二
十
八
年
の
三
万
床
か
ら
、
三
十

五
年
に
は
九
万
五
千
床
四
十
年
に
は
一
七
万
床
に
達

し
た
。
ま
た
、
措
置
入
院
に
は
8
-
1
0
、
通
院
医
療
に

は
1
-
2
の
補
助
が
行
な
わ
れ
る
ほ
か
、
法
施
行
事
務

費
あ
る
い
は
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
も

国
庫
よ
り
の
補
助
が
行
な
わ
れ
精
神
障
害
者
の
医
療

府県名 ＇ ィ4 " 数 4ヽ
皿

計 16 

額 1

I 
千円I

36,000 

51,000 

73,000 

17s, ooo I 
60,000 

70,000 

15,000 

40,000 

100,000 

35,000 

40,000 

35,000 

180,000 

910,000 

資

金

の

助

成

国
は
地
方
公
共
団
体
の
行
な
う
病
院
事
業
に
た
い

し
て
、
政
府
資
金
等
に
よ
り
資
金
の
助
成
を
行
な
っ

て
い
る
し
、
公
立
病
院
以
外
の
病
院
に
は
医
療
金
融

公
庫
に
よ
り
、
資
金
の
助
成
を
行
な
っ
て
い
る
。

医
療
金
融
公
庫
に
よ
る
融
資
は
、
昭
和
三
十
互
年

か
ら
開
始
さ
れ
、
三
十
五
年
は
二
千
四
百
床
に
た
い

し
総
額
六
億
、
三
十
六
年
は
七
千
六
百
床
に
対
し
一

七
億
、
三
十
七
年
は
八
千
床
、
二
七
億
、
三
十
八
年

は
六
千
床
‘
-
―
二
低
、
三
十
九
年
は
七
千
床
、
二
六

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

手

島

葉

川

梨

野

岡

都

阪

庫

良

山

川

歌

岩

福

千

石

山

長

静

京

大

兵

奈

和

香

（→ 
保
護
は
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。

表6 昭和40年度府県別国民年金融資状況

（精神病院分）
l 

l府県名 i件数金 額 I
9 -- - -—• --. ---• - ー・

： 
： 千円

I 青森 1' 14,000 

［秋田 1 5, 000 

，静岡 1 10,000 
i 

！ 鳥取 2 
| 

34,000', 
I 
＇吉

l 

1 回 知 1 10,000 i ！ 
：ー・ - - - ・ - --- --—ー・—- --.一•一

l 

I 叶
＇ 

ロ ! 6, 73. 000 ， l 
| 

上 ＿＿――'

億
、
四
十
年
は
二
二
億
で
あ
っ
た
。

厚
生
年
金
の
融
資
は
昭
和
二
十
七
年
か
ら
開
始
さ

れ
、
昭
和
四
十
年
は
一
六
件
約
九
億
円
の
融
資
が
行

な
わ
れ
た
。

国
民
年
金
の
融
資
は
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
開
始

さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
は
六
件
約
七
千
万
円
で
あ
っ

こ。t
 これ
ら
の
資
金
の
助
成
は
、
前
項
の
国
庫
補
助
と

相
並
ん
で
精
神
病
床
の
増
設
に
大
い
に
寄
与
し
た
の

で
あ
る
。
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昭
和
三
十
八
年
の
調
査
で
、
精
神
障
害
を
統
計

上
、
精
神
病
、
精
神
薄
弱
、
そ
の
他
の
三
に
区
分

し
、
精
神
病
に
は
精
神
分
裂
病
、
躁
う
つ
病
、
て
ん

か
ん
、
脳
器
質
性
精
神
障
害
、
そ
の
他
の
精
神
病
を

含
め
て
い
る
。
精
神
薄
弱
は
精
神
医
学
的
に
白
痴
、

痴
愚
程
度
を
対
象
と
し
、
そ
の
他
に
は
、
中
毒
性
精

神
障
害
、
精
神
病
質
、
神
経
症
そ
の
他
を
含
め
て
い

る。
（
脳
器
質
性
精
神
障
害
と
は
梅
毒
性
精
神
障
害
、

初
老
期
老
年
期
精
神
障
害
、
脳
動
脈
硬
化
症
、
脳
卒

中
後
遣
症
、
頭
部
外
傷
後
追
症
等
を
い
い
、
中
毒
性

(—) わ
が
国
に
お
い
て
は
昭
和
一
一
十
九
年
お
よ
び
三
十

八
年
に
精
神
衛
生
実
態
調
査
を
全
国
調
査
と
し
て
実

施
し
、
入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
み
で
な
く
、
家
庭

に
い
る
精
神
障
害
者
の
実
態
、
そ
の
社
会
的
経
済
的

背
景
か
ら
、
治
療
に
よ
る
将
来
の
見
通
し
な
ど
を
調

査
し
た
。
本
章
に
お
い
て
は
三
十
八
年
の
精
神
衛
生

実
態
調
査
を
主
と
し
、
比
較
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
二
十
九
年
と
対
比
し
つ
つ
述
べ
る
こ
と
に
す

る。

精

神

障

害

者

四
精
神
障
害
者
の
実
態

全
国
精
神
障
害
者
推
計
数
は
一
―
一
四
万
人
、
人
口

千
人
に
つ
ぎ
―
ニ
・
九
人
で
あ
る
。
二
十
九
年
調
査

で
は
、
全
国
で
ニ
―

1
0万
人
、
人
口
千
人
に
つ
き
一

四
・
八
人
で
あ
る
。

ー

、

精

神

病

精
神
障
害
の
う
ち
精
神
病
、
五
七
万
人
、
人
口
千

対
五
・
九
で
、
二
十
九
年
は
四
五
万
人
、
人
口
は
千

対
五
・
ニ
で
あ
る
。
精
神
分
裂
病
は
二
二
万
人
、
人

口
千
対
一
一
・
三
、
躁
う
つ
病
は
一
一
万
人
、
て
ん
か
ん

1
0
万
人
で
そ
れ
ぞ
れ
人
口
千
対
0
・
ニ
、
一
•
O

で
二
十
九
年
と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
脳
器
質
性
精

神
障
害
は
一
―
―
万
人
で
人
口
千
対
―
―
・
ニ
で
一
一
十
九

年
の
人
口
千
対
―

・
O
に
比
し
約
一
一
倍
の
増
加
で
あ

る
。
こ
の
脳
器
質
性
精
神
障
害
の
約
半
数
が
脳
血
管

性
で
、
そ
の
他
は
頭
部
外
傷
．
老
人
痴
呆
等
で
い
ず

れ
も
最
近
や
か
ま
し
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人

ロ
の
老
年
化
や
交
通
事
故
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ

る。
2
、

精

神

薄

弱

精
神
薄
弱
は
、
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
、
白
痴
、
痴

愚
、
ろ
鈍
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
調
査
で
は
ろ
鈍
を
除

口
精
神
障
害
と
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
睡
眠
剤
、

覚
醒
剤
そ
の
他
に
よ
る
慢
性
中
毒
者
を
い
う
。
）

精
神
障
害
者
数
、
有
病
率

四

地

域

別

外
し
て
精
神
医
学
的
に
白
痴
、
痴
愚
と
診
断
さ
れ
た

も
の
の
み
を
対
象
と
し
た
。

こ
の
概
念
に
は
い
る
精
神
薄
弱
は
四

0
万
人
、
人

口
千
対
四
・
ニ
で
あ
る
。

3
、

そ

の

他

中
毒
性
精
神
障
害
は
七
万
人
、
精
神
病
質
は
五
万

人
、
神
経
症
は
一

0
万
人
、
そ
の
他
が
四
万
人
で
、

人
口
千
対
そ
れ
ぞ
れ
0
・
七
人
、
0
•
五
人
、
一
·

一
人
、
0
•
五
人
で
あ
る
。

性
別
の
精
神
障
害
者
数
は
男
六
六
•
四
万
人
、
女

五
七
•
四
万
人
で
人
口
千
対
男
、
一
四
・
一
、
女
一

一
・
八
で
男
に
高
い
。
二
十
九
年
の
調
査
で
も
同
様

で
あ
る
。

年
令
別
に
み
る
と
一
般
的
に
年
令
の
高
く
な
る
ほ

ど
有
病
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

年
令
別
に
診
断
別
構
成
を
み
る
と
若
年
令
で
は
精

神
薄
弱
の
割
合
が
高
い
が
青
壮
年
層
で
は
精
神
分
裂

病
そ
の
他
の
割
合
が
多
く
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
年

令
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
脳
器
質
性
精
神
障
害
の

占
め
る
割
合
が
多
く
な
る
。

精
神
障
害
者
の
社
会
経
済
的
背
景

口

性

、

年

令

別
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地
域
を
農
業
・
漁
業
地
区
、
商
業
・
工
業
地
区
そ

の
他
の
地
区
に
三
区
分
し
て
精
神
障
害
者
の
有
病
率

を
み
る
と
、
農
漁
地
区
が
最
も
高
く
、
つ
い
で
商
工

地
区
で
最
も
低
い
の
が
住
宅
地
区
で
あ
る
。
ま
た
地

区
を
六
大
都
市
、
そ
の
他
の
都
市
、
郡
部
に
三
区
分

し
て
み
る
と
郡
部
に
最
も
高
く
、
つ
い
で
そ
の
他
の

都
市
、
最
も
低
い
の
は
六
大
都
市
で
あ
る
。

2

世
帯
業
態
別

世
帯
を
事
業
経
営
者
、
常
用
勤
労
者
枇
帯
、
農
家

世
帯
、
日
屈
労
働
者
そ
の
他
の
世
帯
に
わ
け
る
と
、

旦
屈
労
働
者
そ
の
他
の
世
帯
の
有
病
率
が
最
も
高
い

有
病
率
を
示
し
、
つ
い
で
農
家
世
帯
に
高
く
、
事
業

経
営
者
、
常
用
勤
労
者
世
帯
で
最
も
有
病
率
が
低

、。
l
>
 3

医
療
保
険
加
入
階
層
別

健
康
保
険
、
船
員
保
険
等
の
各
種
保
険
に
加
入
し

て
い
た
り
、
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
り

と
い
う
よ
う
加
入
階
層
別
に
有
病
率
を
み
る
と
、
最

も
高
い
の
が
生
活
保
護
階
層
で
千
対
―
二
五
・
三
、

つ
い
で
旦
犀
健
康
保
険
の
千
対
四

O・
―
-
、
国
民
健

康
保
険
は
千
対
一
五
・
八
で
最
も
低
い
の
は
他
保
、

船
保
、
共
済
保
険
の
本
人
で
千
対
四
・
七
で
あ
る
。

4

所

得

別

低
所
得
階
層
あ
る
い
は
低
消
費
階
層
世
帯
ほ
ど
有

病
率
が
高
い
。

表8 昭和38年精神障害実態調査 表7 昭和29年精神障害実態調査

精神障害者数

総数

精神病

精神薄弱

その他

全国推計数

124万人

57万人

40万人

27万人

処遇現在精神障害者百分率

総

総数

精神病

精神薄弱

その他

総

数

100 

100 

100 

100 

医療を

うけて

いる

30.1 

45.4 

6.0 

33.3 

有病率人口千対

12.9 

5.9 

4.2 

2.8 

精神衛生
相談所等
その他の
施設の指
導をうけ
てしヽる

5.2 

1. 9 

13.0 

0.8 

必要な処置別精神障害者・有病率

全く放既

されてい

る

64.7 

52.7 

81. 0 

65.9 

ま

ま

導

る

①

的

①

5

の
療
指
す

宅
医
は
要
の
人

e、
⑱
⑰
⑫
‘

在
ま
た
を
も
万
8
9
3
5
3
2
2
2

乃

D
の
め

院
施
容
る

病
の
収
す

神

外

に

要

の

人

⑲

⑩

⑩

(

万
7

2

5

-

梢
以
設
を
も

院

を

も

い

幻

い

い

病

院

る

神

入

す

人

⑬

⑫

⑳

⑲

精

に

要

の

万

2
8
2
1
3
4

）

）

幻

的

ー

）
ロ
対
病

9

9
2

5

4

2

 

ー

人
千
有
率

（

（

（

（

 

/

1

'

 

数

n
A
1
2
4
5
7
4
0
2
7

数

病

弱

他

神

囀

の

総

精

精

そ

慧紳障害者数

全国推計数

130万人

45万人

58万人

27万人

総数

精神病

精神薄弱

その他

有病率人口千対

100% 14. 8 

35% 5. 2 

45% 6. 6 

20% 3. 0 

処遇の状況

在宅のまま精神科専問の指溝を

うけている 1% 1. 24万人

精神病院または精神病室に入っ

ている 3飴 3.72万人

在宅のまま精神科専間医以外の

医師保健所により指導をうけ

ている 5% 6. 20万人

その他 91% 118万人

必要な処遇別精神障害者数

＇ 全国推計数有病率人口千対

数 130万人 14 ＇総

，要収容治療

，要家庭治療

i要家庭指導
i 

46万人

38万人

46万人

5

4

5
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;,_ 

表10-2 脳器質性精神障害 表9 精神病総数・有病率

38 
,

.

,

＇

,

＇

 

劣

゜゚゚
ー

年

脳器質性精神障害

脳血管性によるもの

頭部外傷によるもの

脳炎脳膜炎によるもの

梅毒によるもの

老人性痴呆奇型その他

51. 6 

16.8 

9.5 

6.3 

15.8 

精神病総数

精神分裂病

I ]躁
1て

I 

脳器質性精神障害

その他の精神病

ぅ

ん

つ

か

病

ん

29年

（人口千対）

5.2 

2.3 

0.2 

1. 4 

1.0 

0.3 

38年

5.9 

2.3 

0.2 

1.0 

2.2 

0.2 

診断別精神障害者有病率・百分率

神 病 精神薄弱I

躁うつ病てんかん
脳器質性その他の痴愚白

I 精神障害精神病痴のみ総

2 I 10 I 21 I 2 I 40 
I o. 2 I 1. o I 2. 2 I o. 2 I 4. 2 

1. 6 I 8. 1 I 16. 7 I 1. 9 I 32. 3 

（昭和38年）

そ の他

数 1中毒性精、
神障口牢精神病質神経症Iその他

271 71 51 101 4 

2. 8 I 0. 7 I 0. 5 I 1. 1 I 0. 5 

21. 6 | 5. 5 4. 2 8..4 3. 5 
I 

表11-1

年令
総数

I 0 ~ 9 I 10~19, 20~29 i 30~39 I 40~49 I 50~59 I 60以上

I '  
150~59 I 

昭和 29年 87, 697 1 20, 044 1 18, 178 i 15, 713 10, 775 1,, 089 6, 862 
昭和 38年 196,156115, 937 (20, 322117, 279 i 14,978 i 10, 2591 s: 287 I 

牲 年 令 別 推 計 人 口

7,037 

9,094 

総

有

総

有

1

,

．

,

．

,

＇

,

 

表11-2

総

（千人）―
数 i
（千対）
病率
（千人）
数 1

（千対）
病率

年令別精神障害者推計数

年 令 1

数 i―I 
I o~9 ! 10~19 1 20~29: 30~39 I 4o~49 I 5o~59 /60オ以上

1,300 i 114 i 282 i 256. 227 : 176 i 1241 121 

14.8 I 5. 7 i 15.5 i 16.3 21.1 ! 19.4 ¥ 18. 1 I 17.2 

1, 240 1 133 | 232 ] 135 235 1 198 1 136 | 181 

12 9 | 7.7 1 11 4 | 7 8 15 7 1 19 3 1 16 4 19 9 1 
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表12 単科精神病院数精神病床数および病床利用率の年次推移

年 次 全病精床神数 単院科病精床神数病 神一般科病病院床精数 利全精用神率病（年床間）I 単病科院精神数

昭和30年末 44,250 l I 35,841 

8,109 I ＇ 

111.1 260 
31 54,866 I 43,888 10,978 106.9 322 
32 

61,725 | 51,196 13,529 103.4 371 

33 74,460 59,390 15,070 105.4 408 
34 84,971 67,319 17,652 104.7 476 
35 95,067 73,839 I 21,228 106.2 506 

36 106,265 81,960 24,305 107.0 543 
37 120,300 92,317 27,983 108.9 583 
38 136,387 105,046 31,341 • I l 109.7 629 

39 153,639 117, 758 35,881 110.3 676 
40 172,950 I I 130, 119 42,831 I 108.0 725 

資料 厚生省病院報告

三
十
八
年
の
調
査
で
精
神
障
害
者
の
ど
れ
だ
け
が

医
療
と
指
導
を
う
け
て
い
る
か
と
い
う
と
一
―
―
四
万

人
の
う
ち
、
医
療
を
う
け
て
い
る
も
の
三

0
.
-
％

指
導
を
う
け
て
い
る
も
の
五
．
―
-
形
、
医
療
も
特
別

の
指
導
も
う
け
な
い
で
家
庭
に
い
る
も
の
六
四
・
七

形
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
措
置

が
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
精
神
病
院
に
入
院
治

療
を
要
す
る
者
二
八
万
人
、
精
神
病
院
以
外
の
旋
設

に
収
容
を
要
す
る
も
の
七
万
人
、
在
宅
の
ま
ま
で
精

表10-1
伺

総

'

,

＇

 

ヽ
-）
4

9

0

 

万
1

2

2

0

数

1

0

 
ー

怠桁
i

し

9
言

9

計

率

率
病

推

有
対

分

国

千
ロ

全

人

百

精
神
障
害
者
の
医
療
と
指
導

精

数精神
分裂病

57 

5.9 

46.1 

22 

2.3 

17.8 

五
神
神
経
科
医
の
外
来
治
療
ま
た
は
指
導
を
必
要
と
す

る
も
の
四
八
万
人
、
在
宅
の
ま
ま
そ
の
他
の
指
導
を

要
す
る
者
四
一
万
人
あ
わ
せ
て
―
二
四
万
人
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

精
神
衛
生
対
策
の
現
状

精
神
障
害
者
の
医
療
保
護

ノヽ

一
（
 

精
神
障
害
者
は
精
神
障
害
の
た
め
に
生
活
の
維
持

あ
る
い
は
財
産
の
保
全
能
力
を
欠
き
、
ま
た
病
識
を

有
し
な
い
た
め
、
精
神
障
害
の
医
療
を
受
け
よ
う

と
し
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
の
精
神
障
害
者
に
た
い

し
て
必
要
な
医
療
お
よ
び
保
護
を
加
え
て
、
精
神
障

害
の
治
療
を
は
か
る
と
と
も
に
あ
わ
せ
て
他
人
に
危

害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
C

こ
の
た
め
、
精
神
衛
生
法
で
は
、
保
護
義
務
者
を

定
め
た
り
、
申
請
、
通
報
、
届
出
、
あ
る
い
は
精
神

鑑
定
、
措
置
入
院
、
緊
急
入
院
、
同
意
入
院
、
仮
入

，
 

i
 I
 

I
 

昭和 29年

昭和 38年
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表13

1 総

昭和 30年 1

31 
32 
33 

i 34 
35 
36 

37 
38 I 
39 l 

資料厚生省医療施設調壺

数 1総

44,250 

54,866 
64,725 
74,460 

84,971 
95,067 I 
106, 265 i 

120,300 : 
| 

136,387 : 
153, 639 : ＇ 

| 

開設者別にみた精神病床数の年次推移（各年12月末現在）

公 立 その他（個

立 1都道應 I市町村立公的医療
県止 l 機関立 1

人法人立）

4, 296 6, 868 1 608 I 100 
4,440 I 7, 774 ! 1,064 i 305 
4, 412 1 8, 838 1 1, 285 502 
4, 467 I 9, 724 1,652 I 502 

4, 597, 10, 509 1 1, 717 601 
4, 631 | 11, 494 | 2, 595'932 
4, 664 : 12, 013 3, 206 1, 318 1 

4, 674 I 12,410 I 4, 016 I 1, 568 
4,874 i 12, 760 4, 648 1 1, 994 i 
5, 063 I 13, 586 5, 156 ! 2, 299 

国

国ー
ニ
ー
'
|
_
1
:
|
|
|
|
1
|
＇
|
_

数
8
7
2
睾

037345406152201
畷

276104

1
1
1
3
1
5
1
6
1
7
2
0
2
1
2
2
2
4
2
6
 

32,378 

41,283 
49,688 
58,115 

67,565 
74,915 
85,064 

97,631 
112, 111 
127,535 

精

神

病

院

9
_＇
,
．
,
_
1，＇
↓
·
|
ー
—
,
_
|
1
，
ー
＇
’
ー
ー1
9
9
-

7

8

 

3

3

 

・

,

．

 

院
、
通
院
医
療
等
や
精
神
障
害
に
関
す
る
相
談
、
訪

問
指
導
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
精
神
障
害
者
の
医
療

保
護
を
行
な
っ
て
い
る
。

精
神
衛
生
法
の
規
定
（
四
十
八
条
）
に
よ
り
、
精

神
障
害
者
は
、
精
神
病
院
ま
た
は
他
の
法
律
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
た
施
設
以
外
の
施
設
に
収
容
し
て
は
な

表14 人口万対病床年次推移

年 次 総 数

31末

32 

33 

34 

35 

36 

61. 9 

65.7 

68.6 

71. 2 

73.5 

75.9 

79.0 

82.6 

精神病床結核病床 一般病床

6. 0 I 28. 0 I 24. 0 

7. 1 I 28. 6 I 26. O 

8.0 I 28.6 I 27.9 

I 27.9 I 30.1 I 
I 

I 
I 
27.o I 32,3 ! 

I 26. 0 34. 7 1 
I 25.0 I 37.1 I 
I 24. o i 40. o 

9.1 

10.1 

11. 2 

12.6 

14.1 

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
精
神
障
害
者
を
収
容
治
療
す
る
病
院
に
は
す

べ
て
の
病
床
が
精
神
病
床
の
み
の
い
わ
ゆ
る
単
科
の

精
神
病
院
と
そ
の
他
の
病
院
に
精
神
病
室
が
併
設

諸外国の総病床数及び精神病床数人口万対病床数

年
病床数 人口 1万対

総病床数精神病床数総病床数精神病床数

日 本 '1963I 794, 044 I 136, 387 I 83. 4 I 14. 1 
アメリカ 1960i 1, 657, 900 I 789, 101 I 91. s I 43. 1 
西ドイツ 1960i 553, 424 I 91, 351 I 111. 4 I 18. 4 

ォーストラリア 1960 1 76, 170 | 12, 131 | 107. 6 17. 1 
デソマーク 11959I 46,118 i 16,098 I 101.4 I 35.41 
フラソス 1959! 657, 200 I 8s, ooo I 145_ 1 I 19. s ! 
アイルランド， 19601 60, 293 20, 609 212. 8 72. 7, 

イタリア i1959 I -139, 893 I 106, 601 I 89.1 I 21. 6 
スコットランド 1960 I 63, 589 I 22, 052 I 121. o I 42. o 
，スエーデン 1960I 116, 681 I 32, 940 I 156. o I 44. o 
ソ連 1960I 1, 739, 200 I 162,200 I s1.1 i 1. 6 

表15

国 名
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1
2
3
4
5
 

遺
森
手
城
田

海北
青
岩
宮
秋

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
 
1
2
3
4
5
6
 

4
4
4
4
4
4
 

形
島
城
木
馬

山
福
茨
栃
群

玉
葉
京
川
潟
奈

埼
千
東
神
新

富
石
福
山
長

岐
静
愛
三
滋

鳥
島
岡
広
山

徳
香
愛
高
福

山
川
井
梨
野

阜
岡
知
璽
賀

都
阪
庫
良
山歌

京
大
兵
奈
和

取
根
山
島
ロ

賀
崎
本
分
崎
島児

計

佐
長
熊
大
宮
鹿

合

表16 精神病院入院患者数•利用率等現状 (41. 3. 31現在）

：人口 精 神！月末在院月末在院措1 普通状況•利用率等 I 
I(40.10.1)1病床数 1息者数置患者数1人口万さiI措置率 i利用率 1

千人
一 国＿及一平 9 1 

I 5, 172 I 10,432 i 10,676 ・ 3,129 I 20. 2 I 29. 3 ! 102. 3 
1, 417, 2, 363 | 2, 538 812 1 16. 7 i 32. 0'107. 4' 

9 1, 411 ! 1, 792 : 1,996 ・ 695 ! 12. 7 I 34. 8 i 111. 4 
1; 753 ! 2; 576 I 2, 593, 902 i 14. 1 : 34. 8 i 100. 1 
1, 280 ! 1, 791 2, 119'840 1 14. 0 | 39. 6 : 118. 3 | 

1,  
1,604 i 1,925, 1,042 I 12. 7 ! 54. 1 ! 120. o : 
3, 315 | 3, 698 | 1, 504 16. 7 ! 40. 7 111. 6 ! 
I 3,954 ! 4,521 ! 1,487 I 19.2 i 32.9 : 114.3 I 
3,048 I 3, 118, 2,166 11 20.0 1 69.5 I 102.3 
2, 197 I 2,529, 939'13. 7 I 37. 1 ; 115.1 I 

4, 220 1 5, 292 | 1, 507 13. 9 | 28. 5 ! 125. 4 1 
I 5, 356, 5, 385, 1, 254 19. 8 i 23. 3 | 100. 5 
16, 000 i 18, 598 ; 5, 693'14. 7 30. 6 : 116. 2 
7,282 i 7,863 』 2,915 I 16.4 i 31.1 : 108.0 f 
3, 424 4, 080, 1, 581 | 14. 3 | 38. 8 ! 119. 1 : 

i 1, 804 1 1, 914 1 664 i 17 6 | 34 7 | 106 1 
1,929 | 2, 177 487 | 19. 7 | 22. 4 l l12. 9 | 
1,266 ! 1,210: 495 I 16.9 ! 40.9 i 95.6 
1,111 : 1,955 i 649 I 23.2 i 33.2 : 110.4 
3,652 I 4,217 1 2,307 I 18. 7, 54. 7 i 115. 5 I 

2,243 i 2,516 I 1, 108 13. 2 • 44. 0 ! 112. 2 
3, 029 : 3, 613, 1, 756 i 10. 4 ; 48. 6 : 119. 3 
6: 180 I 6: 685 2: 110 i 12. 9 32. 5, 108. 2 | 

「：塁 Iii悶 悶靡gi 翌亨 |1喜〗！

9

,

 

島
川
緩
知
岡
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さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
一
種
が
あ
る
。

ま
た
開
設
者
別
に
み
る
と
、
国
立
、
都
道
府
県
立

市
町
村
立
、
日
赤
、
済
生
会
、
厚
生
連
等
の
公
的
医

娠
機
関
立
（
公
立
）
、
個
人
、
法
人
立
（
私
立
）
の

精
神
病
院
が
あ
る
。

昭
和
四
十
年
末
で
単
科
精
神
病
院
は
七
二
五
、
併

設
精
神
病
床
を
有
す
る
病
院
は
三
七
九
で
計
一
、
一

0
四
施
設
が
あ
り
、
総
精
神
病
床
は
一
七
万
―
-
、
九

五
〇
床
、
入
院
患
者
総
数
は
一
八
万
三
二
六

0
人
で

あ
る
。精
神
病
床
は
従
来
年
々
約
一
万
床
の
増
加
を
み
て

い
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
は
一
万
六
千
床
、
三
十
九

年
は
一
万
七
千
床
、
四
十
年
は
一
万
九
千
床
と
そ
の

増
加
は
著
し
く
、
こ
れ
を
昭
和
二
十
八
年
未
の
三
万

床
弱
に
く
ら
べ
る
と
五
倍
以
上
の
激
増
ぶ
り
で
あ

る。
こ
の
増
加
は
、
国
公
立
に
く
ら
べ
、
医
療
法
人
お

よ
び
個
人
立
の
い
わ
ゆ
る
私
立
病
院
の
病
床
増
に
よ

る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
全
精
神
病
床
に
た
い
す
る
割

合
は
、
国
公
立
二
割
、
私
立
八
割
と
な
っ
て
い
て
諸

外
国
で
は
、
国
公
立
の
割
合
が
大
含
く
わ
が
国
の
そ

れ
と
は
逆
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

精
神
病
院
は
従
来
の
ご
と
ぎ
隔
離
拘
禁
主
義
か
ら

開
放
治
療
主
義
へ
と
進
み
、
作
業
療
法
等
い
ろ
い
ろ

な
治
療
方
法
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
建
築
的
に
も
近
代

的
と
な
り
、
昔
日
の
精
神
病
院
の
暗
い
影
は
次
第
に

な
く
な
っ
て
近
代
へ
の
脱
皮
が
急
速
に
進
ん
で
い

る。
精
神
病
院
に
お
け
る
今
後
の
問
題
点
は
、
増
床
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
施
設
、
設
備
の
質
的
改
善
で
あ

り
、
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
児
あ
る
い

は
老
人
の
た
め
の
特
殊
病
院
の
新
設
で
あ
る
。

①
都
道
府
県
立
精
神
病
院

都
道
府
県
は
、
精
神
衛
生
法
に
よ
つ
て
、
精
神
病

院
を
設
置
す
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
都
道
府

県
の
設
置
す
る
精
神
病
院
は
、
精
神
衛
生
法
に
よ
る

精
神
障
害
者
の
医
療
お
よ
び
保
護
の
た
め
の
施
設
と

し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ

る
。
国
は
、
都
道
府
県
が
設
置
す
る
精
神
病
院
お
よ

び
精
神
病
院
以
外
の
病
院
に
設
け
る
精
神
病
室
の
設

置
お
よ
び
運
営
に
要
す
る
経
費
に
た
い
し
そ
の
二
分

の
一
を
補
助
し
て
い
る
。

②

指

定

病

院

都
道
都
県
に
は
精
神
病
院
の
設
置
義
務
が
課
さ
れ

て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
、

必
要
な
病
床
数
が
確
保
で
巻
な
い
場
合
が
あ
る
た

め
、
都
道
府
県
立
の
精
神
病
院
に
代
わ
る
施
設
と
し

て
指
定
病
院
の
制
度
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
道
府

県
知
事
は
、
国
お
よ
び
都
道
府
県
以
外
の
者
が
設
置

し
た
精
神
病
院
ま
た
は
精
神
病
院
以
外
の
病
院
に
設

け
ら
れ
て
い
る
精
神
病
室
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、

そ
の
設
置
者
の
同
意
を
得
て
、
都
道
府
県
が
設
置
す

る
精
神
病
院
に
代
わ
る
施
設
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

が
で
巻
る
。
こ
れ
が
指
定
病
院
と
よ
ば
れ
、
精
神
障

害
者
の
措
置
入
院
ま
た
は
緊
急
措
置
入
院
の
施
設
と

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

指
定
病
院
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
が
一
定

の
基
準
を
設
け
て
い
る
し
、
ま
た
都
道
府
県
知
事

は
、
指
定
病
院
の
運
営
方
法
等
が
不
適
当
で
あ
る
と

認
め
た
と
ぎ
は
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
蓉
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

精
神
病
院
へ
の
入
院
に
は
、
一
般
病
院
な
ど
と
こ

と
な
る
点
が
あ
る
。
こ
の
措
置
入
院
は
精
神
病
院
に

特
有
の
も
の
で
あ
っ
て
、
入
院
さ
せ
な
け
れ
ば
自
身

を
傷
つ
け
、
ま
た
は
他
人
に
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
精
神
障
害
者
を
精
神
衛
生
法
第
一
―
十
九
条
に

よ
り
強
制
的
に
入
院
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。

①

入

院

措

置

措
置
入
院
は
、
一
般
か
ら
の
申
請
と
警
察
官
、
検

察
官
、
矯
正
施
設
の
長
か
ら
の
通
報
、
精
神
病
院
の

管
理
者
か
ら
の
届
出
あ
る
い
は
自
傷
他
害
の
お
そ
れ

が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
、
精
神
衛
生
鑑
定
医
二
名
が

別
々
に
診
察
し
て
、
そ
の
者
が
精
神
障
害
者
で
あ

2

措

置

入

院
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り
、
か
つ
医
療
お
よ
び
保
護
の
た
め
入
院
さ
せ
な
け

れ
ば
そ
の
精
神
障
害
の
た
め
に
自
身
を
傷
つ
け
、
ま

た
は
他
人
に
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が

一
致
し
た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
者

を
本
人
ま
た
は
保
護
義
務
者
の
同
意
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
強
制
的
に
国
公
立
精
神
病
院
ま
た
は
指
定
病

院
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

こ
の
措
置
入
院
の
制
度
は
従
来
か
ら
存
在
し
て
い

た
が
、
三
十
六
年
十
月
に
精
神
衛
生
法
が
改
正
さ

れ
、
予
算
上
の
措
置
入
院
息
者
数
が
大
幅
に
増
加
さ

れ
、
措
置
入
院
患
者
の
医
療
費
支
払
方
法
が
統
一
さ

れ
、
措
置
入
院
費
に
つ
い
て
の
国
の
補
助
率
が
二
分

の
一
か
ら
一

0
分
の
八
に
引
上
げ
ら
れ
る
等
の
こ
と

が
あ
っ
て
、
都
道
府
県
の
予
算
措
置
が
十
分
に
講
ぜ

ら
れ
る
に
及
ん
で
急
激
に
増
加
し
た
C

す
な
わ
ち
、
昭
和
三
十
七
年
上
期
ま
で
は
よ
う
や

く
一
万
人
台
で
あ
っ
た
の
が
、
同
年
下
期
に
は
い
つ

て
、
三
万
人
に
増
加
し
、
昭
和
四
十
一
年
二
月
末
に

は
六
万
五
、
八
―
―
九
人
ま
で
に
伸
び
て
ぎ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
伴
い
措
置
入
院
費
の
国
庫
負
担
額
も
う

な
ぎ
の
ぼ
り
に
増
加
し
、
三
十
五
年
度
i

一
億
円
で

あ
っ
た
の
が
四
十
年
度
は
一
六
一
一
億
円
と
約
一
五
倍

に
も
な
っ
て
い
る
。

②
申
請
、
通
報

昭
和
四
十
年
中
に
お
け
る
申
請
通
報
件
数
は
、

精神障害疾病の 1日平均在院措置患者数およ
び措置入院費の推移

措置入院費
措置患者数 l_ ＿--- | i 

，矛定 額 国庫負担都道府県負担

人 億円 億円I 億円
昭和32年度 i 8, 455 1 12 I 6 I 6 
II 33 /1,  9, 663 | 14 1 7 ! 7 
// 34 // ; 10, 791 I 16 ; 8 I 8 
Il 35 /1,  11, 688 | 22 1 11'11  
II 36 /1 47, 331 : 51 37, 14 
11 37 11,  43, 7 44, 106 I 85 : 21 
I1 38 I1 52, 146 137 109, 27 
// 39// ， 62, 719, 163 I 130 i 33 
// 40 // : 65,829. 203 i 162 • 41 

注 1．措置患者数は各年2月末現在

2.措置入院費は予算額

表17

年 度

般
か
ら
の
も
の
二
万
六
六
六
六
件
、
警
察
官
か
ら
の

も
の
五
、
四

0
0件
、
検
察
官
か
ら
の
も
の
一
、
一

五
七
件
、
矯
正
施
設
の
長
か
ら
の
も
の
六
七
六
件
、

計
三
万
三
八
九
九
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

表18 精神鑑定申請通報処理件数 （昭和40年）

I~ 

， 

， 

申請通

報件数

鑑定不

必要者

公
じ
ャ
和 数

般 ヵヽ ら

警察官か

検察官か

ら

ら

の 報

の通報 i
i 

の通報＇

通

きょう正施設の長からの通報 i

33,965 

26,698 

5,407 

1,167 

693 

2,628 

1,686 

374 

226 

342 

I 
i 鑑定を

i精神障害者

30,058 

24,073 

4,866 

848 

271 

3

4

7

5

7

 

8

5

1

 

資料 厚生省報告例
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向
精
神
薬
の
開
発
等
精
神
医
学
の
発
達
に
よ
り
、

精
神
障
害
の
程
度
の
如
何
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
入

院
治
療
を
要
せ
ず
、
か
え
つ
て
通
院
に
よ
る
医
療
を

3

通

院

医

療

調
査
の
結
果
、
鑑
定
の
必
要
あ
り
と
し
て
鑑
定
医
の

鑑
定
を
う
け
た
も
の
三
万
二

0
八
件
で
う
ち
三
万
一

0
九
件
が
精
神
障
害
者
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
結
果
措

置
入
院
し
た
の
は
一
万
七
、
五
カ

0
件
で
あ
る
。

⑧
精
神
衛
生
鑑
定
医

精
神
衛
生
鑑
定
医
は
、
精
神
障
害
の
治
療
に
関
し

て
少
な
く
と
も
三
年
以
上
の
経
験
を
有
し
、
厚
生
大

臣
の
指
定
を
う
け
た
医
師
で
、
都
道
府
県
知
事
の
監

督
の
下
に
、
精
神
衛
生
法
の
施
行
に
関
し
て
、
精
神

障
害
の
有
無
な
ら
び
に
精
神
障
害
者
に
つ
き
そ
の
医

療
お
よ
び
保
護
を
行
な
う
上
に
お
い
て
入
院
を
行
な

う
か
ど
う
か
の
判
定
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

精
神
衛
生
鑑
定
医
の
数
は
昭
和
三
十
二
年
九
月
末

に
は
八
六
九
人
で
あ
っ
た
も
の
が
三
十
六
年
三
月
末

に
は
一
、
三
七
二
人
、
三
十
七
年
三
月
末
一
、
六
ニ

五
人
と
い
う
よ
う
に
増
加
し
、
四
十
年
三
月
末
に
は

―
-
、
二
四
二
人
、
四
十
一
年
三
月
末
に
は
二
、
三
六

三
人
と
な
り
、
現
在
で
は
精
神
科
診
療
に
従
事
し
て

い
る
医
師
の
過
半
数
が
、
精
神
衛
生
鑑
定
医
の
指
定

を
う
け
て
い
る
。

胞
す
こ
と
が
ぎ
わ
め
て
効
果
的
と
な
っ
た
事
情
に
か

ん
が
み
て
新
た
に
法
改
正
に
よ
り
、
精
神
障
害
者
の

通
院
に
要
す
る
医
療
費
の
二
分
の
一
の
公
費
負
担
制

度
が
設
け
ら
れ
た
。

通
院
医
療
を
担
当
す
る
機
関
は
、
保
険
医
療
機
関

そ
の
他
の
社
会
保
険
、
労
災
保
険
、
共
済
組
合
、
生

活
保
護
の
医
療
を
行
な
う
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
で

表19 精
ぉ

-- -- -- -

円I
_, 

あ
る
，公
費
負
担
は
、
精
神
障
害
者
ま
た
は
そ
の
保
護
義

務
者
の
申
請
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
精
神
衛
生
診
査

協
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
都
道
府
県
知
事
が
決
定
す

わ
が
国
の
国
民
総
医
療
費
（
国
民
一
年
間
の
治
療

4

医

療

費

る
。
一
回
の
申
請
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
公
費
負
担

は
、
六
カ
月
が
限
度
で
あ
る
。
都
道
府
県
が
負
担
す

ベ
誉
費
用
は
、
健
康
保
険
の
診
療
報
醐
の
算
定
方
法

に
し
た
が
つ
て
算
定
さ
れ
、
都
道
府
県
か
ら
直
接
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
。
国
は
都
道
府
県
に
た
い
し

て
、
公
費
負
担
と
し
て
負
担
し
た
費
用
の
二
分
の
一

す
な
わ
ち
医
痰
負
の
四
分
の
一
を
補
助
す
る
。
精
神

9

,

人
_
'
|
_
,
1
9

，

ー

障

害

の

医

療

は

、

医

療

保

険

、

労

災

保
険
、
共
済
組
合
ま
た
は
生
活
保
護

8
7
4
5
0
9
4
8
0
-

7
8
3
5
6
8
8
8
9
 

ー
数

．． 
2
9
7
4
6
0
3
6
9
 

―
匂i
 

患

夕

i

来

m
.―
平
~
燿

’
g
,，8
，
~
ー
，
0
，
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
る
が
公
費
負

1
1
2
2
2
3
4
5
6
 

担
が
行
な
わ
れ
る
と
ぎ
は
、
医
療
費

外

次

日

間

年

1

年

の

9

,

1

,

＇
ー
の
半
額
に
つ
い
て
公
費
負
担
が
優
先

る

均

数

一

人

け

平

延

―

千

し

て

行

な

わ

れ

、

残

り

の

半

額

に

つ

1
1
6
6
2
4
0
6
6
l
 

526275850839628822
一
い
て
他
の
制
度
に
よ
っ
て
費
用
の
負

お

日

間

9

9

9

9

9

 

に

1

年

1
1
1
1
2

担
が
行
な
わ
れ
る
。

院

び

者

病

ょ

患

神

ぉ

来

一

昭

和

四

十

年

度

は

と

り

あ

え

ず

予

青

外

甲

'
1
,
1
|
|
|
'
，

ー

算

措

置

に

よ

り

、

四

万

八

、

三

六

八

I
I
I
I
I
I
I
I
I
l
I
I
I
I
I
I

人
の
精
神
障
害
者
に
、
昭
和
四
十
一

度年

単

一

次＿

303132333435363738

年
度
は
六
万
四
、
四
九
一
人
に
、
そ

年

加

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

れ
ぞ
れ
総
額
―
―
億
一
千
五
百
万
円
、

1

1

1

六
億
七
千
三
百
万
円
の
国
庫
補
助
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。

表20
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表21 国民総医療費の推計

総医療費

売薬，あんま等

純医療費

入

入

歯
院

院

外

科

精神病医療費

入

入 院

入

入院

保険者負担額

入

入院

患者負担額

入

入 院

院

外

精神病医療費負担区分］』

公費負担額

院

外

院

外

院

外

. ---- ---

37年度 38年度I 
- 1 - ----

！ 
5,305 

378 

4,927 

1,393 

2,774 

759 

356 

320 

37 

）
 

1
0
0
4
0
9
1
0
0
7
5
2
4
4
6
3
6
1
1
 

2

1

2

1

 

（
 

（単位：億円）

7,966 

424 

7,541 

2,791 

3,866 

885 

470 

413 

57 

、_ノ
7
5
3
0
7
2
3
3
9
9
9
4
0
5
7
5
4
3
1
4
 

2

1

2

1

 

（
 

506 

9,389 

3,354 

4,998 

1,037 

621 

530 

92 

曇
4 

203 

142 

61 

80 

54 

26 

費
推
計
）
は
、
昭
和
三
十
七
年
五
、
三
0
五
億
、
三

十
八
年
七
、
九
六
六
億
、
一
i

―
十
九
年
九
、
八
九
五
億

で
あ
り
、
う
ち
精
神
病
医
療
費
は
、
三
十
七
年
―
―
―
五

六
億
‘
-
―
―
十
八
年
四
七
0
億
、
三
十
九
年
六
ニ
―
億

で
、
総
医
療
費
の
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

注 （）内は精神衛生法・措置入院

る。
精
神
病
医
療
費
の
約
九

C)
。
ハ
ー
七
ン
ト
が
入
院
費

で
、
三
十
七
年
一
―
―
―
1
0
億
、
三
十
八
年
四
一
三
億
、

三
十
九
年
在
三
0
億
円
で
あ
る
r
)

ま
た
、
こ
の
医
療
費
の
負
担
区
分
を
み
る
と
、
公

精
神
障
害
者
の
症
状
悪
化
を
防
止
し
、
さ
ら
に
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
在
宅
精
神
障
害
者
に
た

5

訪

問

指

導

費
負
担
額
が
最
も
多
く
約
五
0
バ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
つ
い
で
保
険
者
負
担
で
約
三
0
バ
ー
セ
ン
ト
、

患
者
負
担
は
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

精
神
病
の
医
療
は
こ
の
よ
う
に
大
部
分
が
入
院
医

療
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
医
療
費
も
公
費
負
担
が
大
き

く
、
し
た
が
つ
て
相
対
的
に
保
険
者
負
担
分
、
患
者

負
担
分
の
割
合
が
小
さ
い
。

予
算
的
に
精
神
病
医
療
費
を
み
て
み
る
と
、
国
は

措
置
入
院
費
に
つ
い
て
は
‘
1
0
分
の
八
の
補
助
を

行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
予
算
額
は
当
初
に
お
い
て
昭

和
四
十
年
度
は
、
六
万
三
千
人
に
た
い
し
約
一
六
一
―

億
円
（
一
人
当
単
価
年
約
三
ニ
カ
八
千
円
）
、
四
十

一
年
度
は
、
六
万
六
千
人
に
た
い
し
約
―
1
0
0
億
円

（
一
人
当
単
価
年
約
三
八
万
二
千
円
）
で
あ
り
、
通

院
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
公
費
負

担
を
行
な
っ
て
お
り
、
当
初
予
算
額
で
、
昭
和
四
十

年
度
は
四
万
八
、
三
六
八
人
に
た
い
し
約
二
億
一
千

五
百
万
円
（
一
人
当
月
単
価
約
三
千
二
百
円
）
、
四

十
一
年
度
は
六
万
四
、
四
九
一
人
に
た
い
し
約
六
億

七
千
万
円
（
一
人
当
月
単
価
約
三
千
四
百
円
）
で
あ

る。
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い
し
て
は
、
一
定
の
資
格
を
持
っ
た
専
門
職
員
が
訪

問
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

訪
問
指
導
の
責
任
者
は
、
保
健
所
長
で
あ
り
、
そ

の
業
務
を
直
接
担
当
す
る
者
は
、
都
道
府
県
お
よ
び

保
健
所
を
設
置
す
る
市
が
保
健
所
に
配
置
し
た
精
神

衛
生
相
談
員
お
よ
び
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
政
令
市

の
長
が
指
定
し
た
医
師
で
あ
る
。
精
神
衛
生
相
談
員

の
資
格
は
、
学
校
教
育
法
に
も
と
づ
く
大
学
に
お
い

て
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目
ま
た
は
心
理
学
の
課

程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
精
神
衛
生
に
関
す
る
知

識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
、
医
師
、
厚
生
大
臣
が

指
定
し
た
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
保
健
婦
で
精

神
衛
生
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
こ
れ

ア
は
準
ず
る
者
で
あ
っ
て
、
精
神
衛
生
相
談
員
と
し
て

必
要
な
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
必
要
な
経
険
と
は
、
お
お
む
ね
精
神
衛

生
セ
ン
タ
ー
ー
、
保
健
所
、
精
神
病
院
等
に
お
い
て
精

神
障
害
者
に
か
か
わ
る
指
導
、
相
談
、
看
護
等
に
関

し
て
行
な
っ
た
三
月
以
上
の
実
務
経
験
を
い
う
。

訪
間
指
導
の
対
象
と
な
る
者
は
、
精
神
衛
生
鑑
定

医
の
診
察
の
結
果
精
神
障
害
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

者
で
措
置
入
院
に
至
ら
な
か
っ
た
者
、
措
置
入
院
後

退
院
し
た
者
で
な
お
精
神
障
害
が
続
い
て
い
る
も

の
、
そ
の
他
精
神
障
害
者
で
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
す
な
わ
ち
公
費
負
担
に
よ
る
通
院
医
療
を
受

け
て
い
る
者
｀
公
費
負
担
に
よ
ら
な
い
で
通
院
医
療

を
受
け
て
い
る
者
で
主
治
医
等
か
ら
訪
問
指
導
の
依

頼
が
あ
っ
た
者
ま
た
は
こ
れ
以
外
の
者
で
家
族
等
か

ら
訪
問
指
導
の
依
頼
が
あ
っ
た
者
等
が
対
象
と
な

る。

ノヽ二

保

健

所

（
 

昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日
、
精
神
衛
生
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
新
た
に
保
健
所
の
業
務
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
精
神
障
害
者
の
相
談
お
よ
び
訪
問
指
導

が
加
わ
り
、
ま
た
こ
の
改
正
に
伴
な
っ
て
保
健
所
法

の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
、
保
健
所
の
業
務
と
し
て

精
神
衛
生
に
関
す
る
事
項
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
保
健
所
に
も
つ
ば
ら
精
神
衛
生
に
関
す
る
祖

諒
、
指
導
等
に
あ
た
る
職
員
（
梢
神
衛
生
柑
淡
員
，
）

が
配
胤
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
1

保
随
所
は
今
後
名
実
共
に
精
神
衛
生
行
政
の
第
一

線
機
関
と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
保

健
所
に
お
け
る
精
神
衛
生
業
務
は
、
医
療
保
護
関
係

の
事
務
（
申
請
、
通
報
、
届
出
、
精
神
鑑
定
、
公
費
負

担
関
係
等
）
、
精
神
衛
生
に
関
す
る
相
談
、
訪
間
指

導
、
衛
生
教
育
そ
の
他
と
、
精
神
障
害
の
発
生
予
防

か
ら
医
療
保
護
、
社
会
復
帰
な
ら
び
に
一
般
国
民
の

精
神
的
健
康
の
保
持
向
上
と
い
っ
た
非
常
に
広
い
範

囲
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
く
＂
従
っ
て
物
的
、
人
的
な
保

健
所
体
制
の
充
実
強
化
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ

る。

ノヽ三
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
 

従
来
、
保
健
所
、
病
院
等
に
併
設
さ
れ
て
い
た
精

神
衛
生
相
談
所
は
、
昭
年
四
十
年
六
月
の
法
改
正
に

よ
り
廃
止
さ
れ
、
別
に
新
た
に
都
道
府
県
に
お
け
る

精
神
衛
生
に
関
す
る
総
合
的
技
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て

精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

既
存
の
精
神
衛
生
相
談
所
は
、
法
律
上
の
根
拠
の
な

い
任
意
的
な
施
設
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ

こ。t
 精神
衛
生
セ
ソ
タ
ー
は
、
精
神
衛
生
に
関
す
る
知

識
の
普
及
を
図
り
、
精
神
衛
生
に
関
す
る
調
査
研
究

を
行
な
い
、
な
ら
び
に
精
神
衛
生
に
関
す
る
相
淡
お

よ
び
指
導
の
う
ち
複
椎
ま
た
ぱ
困
難
な
も
の
を
行
な

う
施
設
で
あ
る
，

精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
よ
う
に
、
都
道
府
県

に
お
け
る
精
神
衛
生
に
関
す
る
総
合
的
技
術
セ
ン
タ

ー
た
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
具
体
的
な
業

務
は
、
第
一
に
、
一
般
社
会
を
は
じ
め
、
精
神
障
害

者
対
策
に
関
連
の
あ
る
都
道
府
県
の
民
生
主
管
部
局

お
よ
び
警
察
、
検
察
、
学
校
衛
生
｀
産
業
衛
生
関
係

者
に
た
い
し
て
精
神
衛
生
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を

図
り
、
第
一
一
に
、
精
神
衛
生
施
策
の
実
施
に
関
し
て
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必
要
な
精
袢
障
害
者
の
実
態
｀
そ
の
医
療
保
護
r

特

に
訪
問
指
導
に
つ
い
て
の
技
術
的
方
法
等
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
な
い
、
第
三
に
、
保
健
所
で
取
り
扱

っ
た
精
神
障
害
者
等
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
訪
問
指

導
の
ケ
ー
ス
の
う
ち
複
雑
困
難
な
も
の
に
た
い
し
て

技
術
援
助
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。

都
道
府
県
が
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
と

き
は
、
設
置
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
二
分
の
一
、

運
営
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
三
分
の
一
、
そ
の

他
備
品
に
つ
い
て
は
定
額
の
国
庫
補
助
が
行
な
わ
れ

る。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
都
道
府
県
ご
と
に
設
け
ら
れ
る

も
の
で
昭
和
四
十
五
年
ま
で
に
各
都
道
府
県
ご
と
に

一
カ
所
ず
つ
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
基
幹
職
員
は
、
精
神
科
医
、
精
神
医

学
ソ
ー
シ
マ
ル
ワ
ー
カ
ー

(
p
s
w
)
、
臨
床
心
理

技
術
者

(
C
P
)
で
あ
る
。

ーヽノ四
精
神
衛
生
従
事
者

c
 

保
健
所
、
地
方
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
精
神
病
院

な
ど
に
勤
務
す
る
専
門
技
術
職
員
と
し
て
は
、
医
師

（
精
神
科
医
）
、
保
健
婦
、
看
護
婦
な
ど
の
ほ
か
に

精
神
医
学
的
ソ
ー
シ
一
、
ル
ワ
ー
カ
ー

(
p
s
w
)
、

臨
床
心
理
技
術
者

(
C
P
)
、
作
業
療
法
士

(
O
T
)

等
が
あ
る
へ
）
精
神
衛
生
事
業
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
専

門
瑯
種
は
、
精
神
筏
生
の
各
分
野
で
今
後
ま
す
ま
す

必
要
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
専
門
職
種
の
身
分
資

格
の
確
立
と
そ
の
養
成
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ

る。
精
神
病
院
に
お
け
る
医
療
技
術
者
の
現
状

精
神
病
院
に
お
け
る
医
療
技
術
職
員
に
は
精
神
科

医
、
看
護
婦
（
人
）
、
准
省
護
婦
（
人
）
、
精
神
科
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
臨
床
心
理
技
術
者
、
作
業
療

法
士
、
作
業
療
法
指
導
員
等
が
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年
に
お
け
る
単
科
精
神
病
院
数
六

七
六
施
設
で
、
こ
れ
ら
に
勤
務
す
る
医
師
の
総
数
は

三
、
六
五

0
人
で
、
う
ち
常
勤
医
師
は
二
、

0
八
六

人
、
非
常
勤
医
師
は
、
一
、
五
六
四
人
で
、
単
科
精

神
病
院
の
一
施
設
（
平
均
病
床
一
七
五
）
あ
た
り
医

師
数
は
五
•
四
人
（
常
勤
三
・
一
人
、
非
常
勤
―
i
.

三
人
）
で
あ
る
＞
看
護
員
に
つ
い
て
み
る
と
昭
和
三

十
九
年
末
で
、
総
数
は
一
一
万
三
、
ニ
―
一
人
で
単
科

精
神
病
院
に
お
け
る
従
事
者
構
成
百
分
率
を
み
る
と

看
護
員
の
割
合
は
他
の
従
事
者
の
占
め
る
割
合
に
く

ら
べ
る
と
最
も
高
く
、
そ
の
う
ち
で
も
看
護
婦
の
割

合
が
高
く
、
か
つ
看
護
人
は
他
の
種
の
病
院
に
く
ら

べ
て
精
神
病
院
に
多
く
、
ま
た
看
護
業
務
補
助
者

（
着
護
助
手
）
も
他
の
病
院
に
く
ら
べ
て
そ
の
占
め

る
割
合
が
高
い
の
も
精
神
病
院
の
特
色
で
あ
る
た
3

こ
れ
ら
看
護
員
の
う
ち
、
看
護
婦
総
数
は
九
、
九
一
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精
神
衛
生
特
に
精
神
障
害
者
に
関
連
す
る
法
令
の

中
心
を
な
す
も
の
は
精
神
衛
生
法
で
あ
る
が
、
そ
の

他
、
精
神
衛
生
あ
る
い
は
精
神
障
害
者
に
関
す
る
法

令
は
数
多
く
制
定
さ
れ
て
い
る
。

精
神
衛
生
に
関
迎
す
る
法
令
を
規
制
の
目
的
に
し

た
が
つ
て
分
類
し
て
み
る
と

ー
、
精
神
障
害
者
に
た
い
す
る
医
療
保
護
、
福
祉

措
置
、
教
育
指
導
を
目
的
と
し
た
法
令

2
、
精
神
障
害
者
に
よ
る
危
害
防
止
の
観
点
か
ら

の
規
制

3
、
精
神
障
害
者
の
財
産
法
上
の
規
制

4
、
身
分
上
の
行
為
に
関
す
る
規
制

5
、
精
神
障
害
者
の
人
権
保
障
に
関
す
る
規
制

6
、
優
生
上
の
規
制

7ー
、
就
職
、
就
業
上
の
規
制

と
に
大
別
で
き
る
。

こ
れ
ら
精
神
障
害
者
に
関
係
し
た
法
令
の
主
な
も

の
を
列
挙
す
る
と

-‘
 1ノ

関

係

法

律

九
人
、
准
看
護
婦
三
、
七
七
八
人
、
看
護
人
八
四
七

人
．
准
看
設
人
一
、

0
1
―
人
計
一
万
五
五
五
五
人

の
有
資
格
の
看
渡
員
が
お
り
、
看
護
袖
助
者
は
七
、

六
四
六
人
で
あ
る
。

精
神
障
害
者
の
た
め
の
、
医
療
、
予
防
、
相
談
指

七

関

係

施

設

衛
生
関
係
で
は

精
神
障
害
者
の
医
療
保
護
を
目
的
と
し
た
精
神
衛

生
法
‘
保
健
所
法
、
優
生
保
護
法
そ
の
他
が
あ
る
。

福

祉

関

係

で

は

｀

一
八
オ
未
満
の
精
神
薄
弱
児
な
ど
の
福
祉
措
置
を

規
定
し
た
児
童
福
祉
法
、
一
八
才
以
上
の
精
神
薄
弱

者
の
福
祉
措
置
を
規
定
し
た
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
理
由
に
よ
り
保
護
を
要
す

る
者
に
生
活
扶
助
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
生

活
保
護
法
そ
の
他
、
社
会
福
祉
事
業
法
、
母
子
福
祉

法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
等
が
あ
る
。

教
育
関
係
で
は

精
神
薄
弱
ま
た
は
性
格
異
常
を
も
つ
て
い
る
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
児
童
お
よ
び
生
徒
の
た

め
の
養
護
学
校
、
特
殊
学
級
の
設
置
を
規
定
す
る
学

校
教
育
法
が
あ
り

そ
の
他
で
は

精
神
障
害
者
の
応
急
の
救
護
に
つ
い
て
規
定
し
た

警
察
官
職
務
執
行
法
、
少
年
法
、
民
法
、
そ
の
他
保

険
年
金
関
係
の
法
律
、
労
慟
関
係
の
法
律
等
々
が
あ

る。

導
福
祉
、
教
育
そ
の
他
を
行
な
う
た
め
に
各
種
の

施
設
が
あ
る
J

今
こ
れ
ら
を
主
と
し
て
そ
の
目
的
に

よ
っ
て
分
類
例
示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ
、
医
療
機
関

精
神
病
院
、
精
神
科
、
神
経
科
、
小
児
科
を
標
榜

す
る
病
院
、
診
療
所

戸
、
予
防
相
談
指
尊
機
関

保
健
所
、
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
精
神
衛
生
相
談

所
）
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
、
精
神
薄
弱
者

更
生
相
談
所
、
教
育
相
談
所
（
室
）
、
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
婦
人
相
談
所
、
少
年
相
談
所
、
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
、
少
年
保
護
所
、
家
庭
裁
判
所
少
年
部

ハ
、
社
会
福
祉
施
設

い
児
章
福
祉
施
設

精
神
薄
弱
児
施
設
、
精
神
薄
弱
児
通
園
施

設
、
情
緒
障
害
児
短
期
収
容
施
設

⑪
保
護
施
設

救
護
施
設
、
更
生
施
設

り
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設

ニ

、

学

校

養
護
学
校
、
特
殊
学
級

ホ
、
法
務
省
関
係

刑
務
所
、
拘
置
所
、
少
年
院
（
医
療
少
年

院
）
、
少
年
鑑
別
所

精
神
病
院
、
保
健
所
、
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
つ
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い
て
は
既
に
前
項
で
述
べ
た
の
で
、
本
項
で
は
、
福

祉
関
係
施
設
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み

る。
福
祉
事
務
所

福
祉
事
務
所
は
総
合
的
な
社
会
福
祉
行
政
の
第
一

線
機
関
で
あ
っ
て
、
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、

身
体
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
老
人

福
祉
法
お
よ
び
母
子
福
祉
法
に
定
め
る
援
護
、
育
成

お
よ
び
更
生
の
措
置
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
つ

て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
六
月
現
在
、
そ
の
総
数
は

一、

0
四
〇
カ
所
で
あ
る
(
"

児
童
相
談
所

児
童
相
談
所
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、
調
査
あ
る

い
は
児
童
の
一
時
保
護
を
行
な
う
児
童
福
祉
行
政
の

第
一
線
現
業
機
関
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年
三
月
末
現

在
、
一
三
三
カ
所
あ
る
。

児
童
福
祉
施
設

精
神
薄
弱
児
施
設
お
よ
び
精
神
薄
弱
児
通
園
施
設

は
、
精
神
薄
弱
の
児
童
を
入
所
ま
た
は
か
よ
わ
せ
て

保
護
す
る
と
と
も
に
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
と
技

能
を
与
え
る
施
設
で
あ
り
、
昭
和
三
十
九
年
末
現
在

全
国
に
そ
れ
ぞ
れ
一
九
五
カ
所
、
五
三
カ
所
あ
る
。

情
緒
障
害
児
短
期
収
容
施
設
は
、
軽
度
の
情
緒
障
害

を
有
す
る
お
お
む
ね
十
ニ
オ
未
満
の
児
童
を
短
期
間

日
本
に
お
け
る
精
神
衛
生
関
係
諸
団
体
の
連
絡
を

密
に
し
、
そ
の
協
力
に
よ
り
精
神
衛
生
事
業
の
飛
躍

的
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
精
神

衛
生
連
盟
が
あ
り
、
同
連
盟
に
は
以
下
の
11
団
体
が

加
盟
し
、
そ
れ
ぞ
れ
精
神
衛
生
の
た
め
に
事
業
を
行

な
っ
て
い
る
へ
"

財
団
法
人
日
本
精
神
衛
生
会

社
団
法
人
日
本
精
神
病
院
協
会

財
団
法
人
復
光
会

社
会
福
祉
法
人
全
日
本
精
神
薄
弱
者
育
成
会

財
団
法
人
矯
正
協
会

社
団
法
人
精
神
衛
生
普
及
会

日
本
精
神
薄
弱
者
愛
護
協
会

全
日
本
特
殊
教
育
研
究
連
盟

全
国
教
護
協
議
会

教
育
と
医
学
の
会

全
国
精
神
衛
生
連
絡
協
議
会

こ
の
ほ
か
に
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
が
あ

り
精
神
衛
生
の
発
展
の
た
め
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

八

民

間

団

体

収
容
し
、
ま
た
は
保
護
者
の
も
と
か
ら
通
わ
せ
て
治

療
や
生
活
指
尊
を
行
な
っ
て
情
緒
障
害
を
な
お
す
施

設
で
全
国
に
四
カ
所
あ
る
。

（
公
衆
衛
生
局
精
神
衛
生
課

厚

生

技

官

佐

伯

栄

寿

）
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第14回精神衛生全国大会行事日程表

時事

9時～17時 第10回病院精神医学懇 北大クラーク 病院精神医学懇話
10月11日 1 話会 会館 会

14時～15時 全国精神衛生連絡協議
会理事会 — 全国精神衛生連絡（火） I 第一ホァル

15時～17時 全国精神衛生連絡協議 1 協議会
会総会

9時～12.so I 公立精神衛生センタ-I =TT1,,,., f公立精神衛生センl及び相談所長会議 武田ビル 1 ター及び相談所長
！会

10時～12.30 第7回全国指定精神病 札観グランド
院長協議会 ホアル 1 日本精神病院協会

10月12日
9時～12時 l精神障害者家族会 1札幌市民会館 1全国精神障害者家

， 第 1会議室 i族連合会

I 1 第 1：札幌市民会館 1

1 第14回精神衛分科会大ホール 9 日本精神衛生連盟

（水） i 
i 13時～16時 i生全国大会研

第 2 i北海道精神衛生協
分科会北海道新聞社入

云ゞ

I 
，究協議会 第 3，ホール

i i 分科会 I 
北海道・札幌市

I 
1 17時～20時 ：日本精神衛生連盟役員 。

［会
ノ‘F-クホテル！日本精神衛生連盟

I 

9.30~12時 公開 I 

10月13日
座談会 日本精神衛生連盟

第14回精神衛 札幌市民会館
北海道精神衛生協

13時～14時 開会式

（木） 生全国大会 1 大ホール 会

14時～16時 特別
靡演会

北海道・札幌市

10月14日
9時～12時 精神衛生鑑定医協議会
I ＇ ド北海道自治会 1

（金） ぃ館
1厚生省

10月15日 1
（土） I 施 設見学

日 項 会 場 主催者

10月17日（月）～

10月23日（日）

I 
第14回

精神衛生普及運動，
9 1 

，厚生省・都道府県
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